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○FFSHORE 昭和52年7月21日第三種郵便物認可昭和56年12月25日第81号

PORTOPIA'81

Ⅲ崖SINGLE-HAND
<太平洋横断シングルハンド･ヨツトレース〉

6日7日午前10時サンフランシスコをスタートしたこのレースの参

加者は11名。18歳から61歳までの日本人10名，米国人女性1名であ

った｡5500海里（約10,000km)の太平洋上にできた11本の航跡図は，

そのまま，多くの時化や凪との闘いを物語る栄光の記録である。
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紅一点リンダ選手(U.S.A.)と畠中選手搬影:Y.J.YAMADA神戸での表彰式に~て撮影：Y､J-YAMADA

餌国

神戸の桟橘にて右より今回優勝の今HI氏，前|｢'l優勝の戸塚氏に祝福連il海上に出向かえた'羅進帥とヨット仲間撮影：Y､J､YAMADA

される堺好選手撮影：Y､J､YAMADA

1981年太平洋横断シングルハンドヨットレースの記録

’
レーテ

イング
1位との差所甥llf間フィニッシュ時間順位 氏名 名 艇種艇

43il1511fllllll分48秒太、陽 S A W － 3 7 711211117時11分48秒1伽 今HI福成 28.0

＝

441122Ⅱ洲149分31秒 lll711fIM37分43秒71-123IIOOII*49分31秒岡本報治 RAYKENWOOI）U－382㈹ 27.8
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Linda

WeberRettie
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r，■ Or
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HalfMoonBaV

911081I#IM21分41秒52II2311,fIM33分29秒7月31II01時33分29秒I哨中正人7ｲ,） HAT－39 26.8
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太平洋横断シングルノ、ンド

ヨットレースのスタートに臨んで

財団法人神戸ポートアイランド博覧会協会專務理事

一

佐野 雄一郎
（神戸市助役）

6月5日

3月20日開幕以来ポートピア'81(神戸博）もお陰で

順調，入場者数も予想を上回り，多忙な毎日である。

午前中公務を終え，博覧会のテーマ、新しい海の文化
都市の創造〃に即したビッグエベント太平洋横断シン

グルハンド・ヨットレースのスタート立会いのため，

大阪空港15時10分JAL52便に浜野事業部長を同行して．

飛び乗る。成田空港経由予定通り6月5日11時サンフ

ランシスコ空港に着いた。時差と戦いながら早速サン

フランシスコヨットクラブヘ。既にヨットハーバーで

は，6月7日のスタートを目前にした参加艇が準備に

余念がない。緊張感の中にも,S.F､Y.C.のメンバー，
NORC幹部の皆様の親身な応援により和やかな空気に
満々ている。

16時,PressConferenceが始まる。

80人を超える記者諸君と活発な質疑応答。

T.V.局も取材に大わらわ。コースの選定，艇長の本
レースに対する気構え，食糧の準備等々･

質問に答える各艇長の姿に、海に生き〃､海を愛し〃

．海にロマンを求める〃心意気を見て深く感動を覚え
た。

引き続いて行なわれたPresentationにて，秋田NO

RC副会長からは立派な日本帆船の額を，博覧会協会

からは宮崎会長（神戸市長）からのメッセージと記念

盾を，各々 S.F､Y.C.GeorgeVare会長へプレゼン

ト。いよいよ前夜祭への盛り上がりも最高潮。

前夜祭パーティーの準備も出来，参加者は400人近

<,PLI斗樽の鏡割りにてオープン。ヨットに盛りつけ

られた日本料理を中心に，人々の渦が大きく流れ，参

加艇長を囲む励ましの渦と交互に綾をなし，日本から

持参した一合枡で日本酒はすばらしいスピードで消化

されていく。

Tiburonの夜も日が落ちて，スタートを間近かに控

えた各ヨットのポールを背景に，ますます宴も盛り上

がり，音楽も入って，時のたつのも忘れる程である。

地元サンフランシスコでの本レースに対する熱意にあ
りがたく感謝。

6月6H

TiburonLodgeで目を覚まし,11時からの艇長会議

に出席。各艇長の日焼けした力強い顔に，ルールの確

認，ゴールフイニッシュの説明に，緊張の色が兄えた。
各艇長を激励する。

夕方からS､F.Y.C.のGeorgeGazulis副会長のご
自宅でのパーティー，引き続いて博覧会協会主催の夕

食会と，明日のスター|､へのすべてのセレモニーは順
調に進んでいった。

6月7「I

さあ〃今日がスタートの日だ。

何故か早くから目が覚めて，天候のこと，レースの

安全……を案ずる。

S､F､Y.C.ハーバーは出発前の点検調整にあわただ

しい。

参加艇のマストには，星条旗日ノ丸，鯉のぼりが

上げられ，見送りの人々との明るい会話がハーバーの

あちこちで弾み，今から一人で太平洋に挑戦する人々

とは思えない和やかさである。

人気の高い唯一の女性参加者リンダ・ウエバー・レ

ティーさん，最年少東山君，自力回航中故障を起こ

した畠中氏が，地元,HalfMoonBayの皆様が夜を

徹して修理に協力，やっとスタートに漕ぎつけた御礼

にと，艇名を<SpiritofHalfMoonBay>と改名し

た暖かい話題，最年長の堺氏を取り巻く親子の見送り

へ
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シスコにて出発前のセレモニー風景

りつっ,S.F.Y.C.への帰路につく。

今｢lのスタート時サンフランシスコに未満の河本艇

の扱いについて，運営委員会では公式に6月末までの

スタートを認め，今後に期待をかける。御世話になっ

た皆様に厚く御礼をのべ，次の予定地FairmOntHotel

に急行する。

17時から，神戸ポートピア会場KDDパビリオン内

での「公開国際記者会兇」を行なう。

秋田NORC副会長をわずらわし’サンフランシスコ

今神戸直通電話で会見，スタート状況の説明，神戸側

からの細かい質疑応答に,20分間の会見時間も、あつ〃〃

という間。出発前に急に計画した｢公開国際記者会見」

も大成功。

スタートに関した公式行事はすべて終了。

FairmontHotelのベットで深い眠りにつく。

6118｢I

13時発JALlで一足先に太平洋を翼にのって横断。

下に兇える太平洋に，参加艇が5500カイリを''1然と戦

い始めていることを考えると，機中でも感無壁，全員

の無事ゴールインを祈りつつ帰国した。

雌後になるが，本レースの大成功の第一歩を，白然

の恵みと,S.F､Y.C.GeorgeVare会長,George

GazuliS副会長,CharlesWintonレアーコマンダ－，

ThomasR.Deckerスタッフゴマンダ､－,FrankWosser

レースゴミッテイー委員長,JosiahN.Knowles

JR.ご夫婦の親身にわたるご協力と,NORC秋田副会

長，大儀見副会長清水専務理事，松木，武市，谷川，

篠原，各実行委員の皆々様のご指導ご支援に深く御礼

を申しあげる次第である。本当にありがとうございま

した。

風景，必勝を期する今田，岡田，加藤岡本，境野，

小田，各艇長の最後の調整。準備は次第に完了。

出発前のセレモニー：シャンペンで乾杯，花の吹雪，

会場全般に緊張感がみなぎってくる。

出発挨拶、ブー〃を鳴らしてくかざぐるま〉(力ll藤艇）

が一番にハーバーを離れる。〈太陽>(今田艇),〈タカラ

ブネ>(FI(I｣I艇),<スピリットオブサントリー>(リンダレ

ティー艇）……と順次スタート位置へ出艇。手を振る

お互いの間に，安全を祈り立派なレースが完遂される

ことを誓って〃

我々もDr・Rixfordのヨットで見送りに出発。Dr.

Rixfordは78歳で外科医の現職はリタイヤ－したが，

ヨシ1,はまだまだと極めて元気，兇事なセールさばき

でスタート地点へ。早朝霧のかかっていたゴールデン

ゲートも，このレースを祝福するように兄事に晴れ上

がり，10時ジャスト，スタート〃全艇各々の作戦を

秘めて,LI｣,発。恵まれた晴天，西から向かい風10m,4.5

ノットの引潮に乗って見事なスタート。

ゴールデンケートを小田艇が約10分他を引きはなして

通過，注llのリンダ艇は中間ぐらい，ただし，セーリ

ング技術は立派との評判。

見送りのヨットも，約100隻。各々応援する参加艇

を中心に，輪になってゴールデンゲートを潜り，更に

沖へ。約40日間の孤独と自然との戦いに，激励のエー

ルを送るようにU.S.A.練習艦も併進。取材のセスナ、

ヘリ，モーターボートとゴールデンゲートを背景に，

立体的なドラマは今も目に残る。ゲートを越えると風

が4～5mに弱まり，艇長の腕の見せどころ。

Dr.Rixfordより鬼岬沖でそろそろバックしてはと

のアドバイス，だんだん遠く小さく太平洋に消えて行

く参加艇に，心から安全と悔のないレースの成功を祈

へ
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レ ースを 回顧して
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金門橋を過ぎて太平洋へ向かう

811221I未明蛾終艇<BLUEJAY>が洲本サント

ピアマリーナ沖のフイニッシュラインに到涛し，この長

かった太平洋横断シングルハンドヨットレースも幕を

引きました。

，1J､えば神戸ポートアイランド博覧会は「新しい、海

の文化都市今の創造」をテーマにしたものであるので，

何か海洋行事を考えてほしい，との神戸市当局からの

要請にこのレースを提案してから2年半余になります。

実施が決定し実行委員会が組織され，私もサンフラン

シスコヨットクラブを訪ねてスタートのホストを依加

し，快諾を得て，内外にレースの併示をし参力llを呼び

かけました。標準的な大きさのヨットで，しかも機械

的なものの使用を最少限度に押え，精神力，体力，技

術で覇を競うことにしよう，また，中間にチェックポ

イントを置かず，コースの選定を各参力Ⅱ艇の意思に任

ねよう，というような点が実行委員会の考えであり，

また今Inlのレースの特色でもあります。

この度の参加者は，11人とかつてない多数の参加を

得，雌年少は18歳の少年，雌年長は61歳，また米国か

らは，本レースただ一人の女性が参力llするなど多彩で

ありました。

6月7日朝，サンフランシスコは名物の霧もなく晴

れわたっておりましたが，参加各艇は午前10時一斉に

スタートし,fi''l橘を過ぎ太平洋の彼方日本を目指し

ての長い航海に旅立ちました。

各艇が如何なるコースを選ぶかは大変興味深いもの

がありました。南のコースは約5500海里，貿易風帯に

乗って順風が利川,II1来，一方，北回りの大圏コースは

蹄離にして南l'ilりに比し，約1000海里短いが，向かい

風の気温も寒いIil)Li風帯の苛酷な条件にあります。そ

れぞれ綿密な作戦,;|･間を立てた各艇は南に7艇，北に

4艇と分かれました。このように多くの艇が．太平洋

を南北二手に分かれて同時に七一リングしたことはか

つてなく，また，これだけの長即離レースでありなが

ら極めて接戦を演じ，トーブグループでは1，2，4

位が南，3位が北，続くグループでは6，7位が南，

5位が北と，その順位はフイニッシュするまで手に汗

を握るものがありました。また今後，太平洋のセーリ

ングゴースを研究するうえに，誠に貴重な資料も得ら

れた次第であります。

へ
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また，このレースを通じて数々の国際的な協力，好

意，友怖が見られましたことも誠に印象深いところで

あります。<SPIRITOFHARF-MOONBAY>のシス

コヘの1口|航時の座礁に依る大きな損傷を,何としてでも

参加出来るようにと日夜を分かたず，しかも報酬を考

えず修理に当たって下さったHALF-MOONBAYの

方々，そしてその好意に応えて艇名を変えたエピソー

ド，〈かざぐるま〉が船体岨裂に依る浸水のため危機

に瀕した際の太平洋をとりまく各地の無線をII!心とす

るネットワーク，直ちに次々と航空機をll｣!動させ，救

助される最後まで終始支援し見守って下さった米国沿

岸警備隊の敏速,適格な活動,そしてこのレース開催を

当初より極めて熱意と好意をもって運営に協力して下

さったサンフランシスコヨットクラブの会員を中心とす

る現地の方々等，このレース実施に伴って生まれた国

際的な美しい友情，協力は感謝に堪えぬとともに炊く

|＃jを打たれるものがあります。

レースも終わり慌しさも過ぎ静かに振り返ってみる

と幾多のことが去来しますが，太平洋横断シングルハ

ンドヨットレースも既に3I!!|を数え，無線のネットワ

ークが強化され，実行委ji会として各艇の動きがほぼ

掌握出来るレースが進行したことは，まず参加群の安

全を願う立場において誠に心強く，深く感謝いたす次

第であります。ヨットによる太平洋横断は，安全性が

強化され，冒険でなく，スポーツとして考え得る時代

が来たといっても,11艇の参加艇中3艇が棄権，しか

もうち2艇は一歩違えば大きな事故につながるトラブ

ルであっただけに，幸運を心より喜びますとともに，この

(8）

出発の朝のあわただしいハーハー

レースを完走することの並々ならぬものであることが，

あらためて想起され，今後の艇，人ともに一層の向上が切

に望まれます。米(Ⅸ|のシングルハンド|腱l係誌THE

SINGLEHANDEDSAILORから，晶終フィニッン

ュ艇に特に賞を州ることが申し出られ，勝祥を讃える

とともに一器長い時間七一リングした艇への労苦をね

ぎらわれた気持ちは，これまた実感として迫るものが

あります。それにしても各艇が参力11の決意をし，資金

面に，艇の川意に奔走し，そして孤独の太平洋枇断1

万キロに臨まれたこの一連の綿綿は，一つ一つロマン

に富んだ物語りを兄るようであります｡いずれ,参加者か

ら幾つかの航海記も〃1されることと,IJ､いますが期待し

ております。この機会に前2回に引きついで真のシー

マンシップ，勇気，忍耐をもってこのレースに挑まれ

た参加各艇各位に心より敬意を表します。なお，この

太平洋横断シングルハンドヨットレースが,第4回,第

51n1と引き続いて継続的に実施されることを切望しま

すとともに,IMI係汽協力して是非実現に努力いたした

く存じます。

終りにこのレース開催に当たり，格段のご協力を頂

いたサンフランシスコヨットグラブ，運営に深い理解

と尽力を頂いた博覧会協会，さらに，各艇の参加を可

能にされた個々のスポンサー始め協力の方々，そして

全面的に本レースを支援頂いた関係諸官庁，また，多

くの無線関係の方等多数の方々の深いご理解とご協力

に衷心より厚くお礼申し上げます。

今
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太平洋シングルハンドレースの

気象とコース （その2）

<対談〉

大 儀 見菫

(NORC副会長．太平洋シングルハンド

レース実行委員会副委員長）

V.S.

馬場邦彦

(株式会社気象海洋コンサルタント代表）

左：馬塲氏右：大儀兄氏

前回（本読7月号）に引き続き，太平洋シングルハンド・レース

を，ヨットの絶対条件とも言える気象・海洋の面を中心に両氏に話

し合っていただいた。

■3通りの答が出た

大儀見前1111に引き続き太平洋シングルハンドレース

について話をしてみたいと,'dj,います。…‘ﾘｳ場さん，よ

ろしくお願いします。このレースも無事とはいえない

んですけども，出艇した艇はそれぞれの結杵が杵いた

という意味で終ったわけです。

まあ，前IIIIにもふれた通り，今|!'|のレースは非常に

豊富なデータと面白い内容を提起してくれたんじゃな

いかと思います。もちろん，船が沈んでしまった，と

か，貨物船と接触を起こしたとか，思わぬ不幸な事放

があったということを別にして．“…。乗っている人達

はそれぞれに大変だったと思うんですけれども，レー

(9）

スを兄てる立場で言うとですね。

やはり,21''I1Iの時と違ってモロカイの関所を設け

なかったことで，とにかくスターI､とフィニッシュだ

けを決めて,lll:界で一冊大きい太平洋をこの時期に渡

るのにどうしたらよいのか，ということに対して，大

きくいって3通りぐらいの符が川たんじゃないかと思

います。大圏コースの比較的気象・海象条件の悪い中

を，短い距離で走ろう，というグループと，いい気象・

海象を求めて，遠|111りの分をスピードで稼いで，長い

卸離をこなしていこうというグループ。そして特別新

しいことではないのかもしれませんが，一般的には南

|plりと総称されていたコースの中で，なお，かなりの
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選択の幅があったと概括的に言えるんじゃないかと思

います。

もう一つは，不幸にして3週間遅れのスタートをし

た艇や，艇そのものの性能などでどんどん遅れてしま

ったものが，それぞれ北と南のコースでlパイずつで

ました。

要するに3週間も1月もずれたために．気象の配置

や変化の影響を受けて非常に絆労した艇もあります。

そして，場句のはてに台風シーズンのど真中にまぎれ

込んでしまうことになりました。これはある程度，当

初から予想されていなかったともいえないんですが，

そういう結果が出たことで，平面的な緯度，経度とい

う位置と，もう一つ，三次元の時間的ズレからくる条

件の違いについても，今後のレース運営や企画での参

考になるデータが取れたんじゃないかと思います。

ところで馬場さん，終ってみたところで特に今年の

気象の前半部分と後の部分とで趣がやや違っていた気

がしますが，その辺も含めてコメントして~ドさい。

馬場今年の太平洋の6月から7月までのいろいろな

気圧配置は，各艇の走り方を交えて，一応，特徴的な

ものを拾ってみますと，この前のときにも話が出まし

たが，スタート当初は，例年ぼつぼつ発達を始める束

太平洋の高気圧が今年は非常に成長が未熟で弱い状態

だったのです。したがって，その高気圧の南側の北東

風，こういう風系が例年に比べて比較的弱かったとい

う,IO1,i,で南l''lりコースを選んだ船にとっては，当初なか

なか航程を消化しきれないというデメリットがありま

した。同時に北回りの船は従来ならばかなり力のある

北西風の中を,逆に真上りで行くという条件だったんです

が，その点では多少楽な出だしだったという感じがします

ところが，全体の気圧配置からみますと成長が遅れ

ていたものが6月下旬あたりから，東太平洋でどんとﾞ

ん商気圧が成長し始めました。そのころすでに速い艇

はII付変更線に近づいていたんです。特にハワイ沖か

らいわゆる第3のコースといわれた，直接ハワイ沖か

ら大圏に近いコースを選んだく太陽〉なとゞは，商気圧

の圏内を横ぎって日付変更線を越えました。また．ifi

l'ilりのコースをとった船は，かなり距離は遠いんです

が順調に航程をかせいだ，と言えると思います。

次に，日付変更線から西の，いわゆる西太平洋の状

態について考えてみますと，今年の特徴として意外に

梅雨前線の北上が早かった。だいたい7月の5IIF(.z

はすでに西日本では前線の北上が始まっていたんです

また，関東から東の海面では，それよりやや遅れたん

ですが……。比較的ハワイ沖の偏西風が強かったんで

昔のこういった南[ﾛ|りのコースですと，計算からいけ

ば性能のいい船はもっと航程をかせいだだろうと思う

んですが，それが今[1'1は弱かったために遅れて，結周

真夏の気圧配置になってからⅢ本近海に飛び込んでし

まった訳です。

まあ，例年ですと，だいたい7月中旬ごろ，年によ

(10)

っては20日過きゞぐらいに気圧配置がつゆ型から夏型に

変わるんですが，そのつゆ型のうちに日本東方海上のそ

の圏内に入れば，梅雨前線の北lllllの，東風とか北東風

を利用すると，よしんぱ南側であっても南西風ですか

ら，最近の_kり‘性能の比較的いい船にとっては，さし

て苦痛ではなかっただろうと思うんですが，完全な夏

型になってしまったところへ来た。

ですから，トッブグルーブは終盤にﾎⅡ当微風で……

これは，いわゆる小笠原高気圧の圏内で微風帯に飛び

込んでしまった。飛び込んだ位置がその圏内になって

しまった，といいますか，これはまあ，コース的には

避けられない状態ですが．いわゆる前半の遅れが後半

そういう形できいていたんです。しかも，予想より早

く夏型に変わったということがきいている。……これ

が全体としてみて，今年の特徴だと思います。

それからもうひとつ，北方経由の船にとっても，や

はり早く夏型になった，ということは,11本近海まで

徹底的に_|こりにさらされたわけです。これが，〃|上[111り

で比較的トップを走っていたくシャルレー〉あたりで

すと，まだ本格的な夏型になる前に，少なくとも北海

道沖あたりは，まだ梅雨の名ごり的な要素があるうち

に来たんで被害が少なかったといえましょう。

■気象現象の難かしさ

大儀見梅雨前線が早く開けたことですが，小笠原商

気I王の位置が例年より間く，中心が40度ぐらいの所に

あったような気がするんですけどね，例年もそんな高

い所にあるんですかねえ。

馬場ええ，これは天気図上の兇かけの問題ですが，

割合，緯度が商〈兇えたのは，7月_|洵あたりですが，

オホーツク海の商気圧が南東に下りまして，これが暖

まりつつ，しだいに太平洋の高気圧に合流したんです。

大儀見ああ，なるほど…････それから，トップ艇の

そういう概況の!'!では，特にトップのく太陽〉が烏島

付近の海域にさしかかったところで，いわゆる鰊の尻

尾，……小笠原尚気圧の西に張り出した部分にとっぷ

り入ってしまって、船足がだいぶ止まった時に，それ

ほど高さは離れていなかったくレイ〉が逆に全航程を

通じて平均ノット数が一器出たのがこの辺でした。こ

こで急にトップのく太陽〉に追い付きまして，下手を

すれば文字通り，紀伊水道あたりまでせり合ってフィ

ニッシュするんじゃないか，という局面がありました。

ところが，その後くレイ〉がく太陽〉のちょうど後ろ

にそのまま付いてしまうというようなことで…･･･・

その時に，もう少し南のコースを引いていたら，距

離的には遠IIIIりでも，前へ出たんじゃないかなどと，

最後の時期に航跡I叉|を兇ながら，いろいろ下馬評がさ

かんだったわけですが，その辺はどうですか？

馬場そうですね，天気図に各艇の航跡をプロットし

てみた感じでは，やっぱりちょっと無恥だった，とい

う印象が残ります。ほとんとゞこの頃の小笠原，太平洋

a巳
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高気圧というのは，軸が北緯30度ぐらいで，それがだ

んだん束から宙l1れて，みかけの上ではこの高気圧の中

心が少しずつ西から西北西，最後には北西と逆方向に

動いているという訳です。ですから，ちょうど先頭の

く太陽>，〈レイ〉に同行したような格好をとっています。

それでくレイ〉がく太陽〉に非常に追い付いた時期と

いいますのは，だいたい17日頃の状態がそうじゃない

かと思います｡15日から17日ですね。

大儀見そうですね。〈レイ〉がこの時には平均6ノッ

トぐらい出しているんですね。－方のく太陽〉は4ノ

ットそこそこという状態ですね。

馬場はい，この時は緯度がわずかに1度ちょっとし

か違っていません。天気図の状況から兄ましても，17

日の朝の状況ではく太陽〉付近はほとんど風向き不定

で，風力が1とか2とかいう状態ですがくレイ〉の位

置では大体，東北東で10ノットから15ノットぐらいの

風になっています。.…･･これが気象現象の非常に面白

いところで，本当のわずかなところで高気圧の周辺風

が拾えるか，それを外れて風が弱くなってしまうか。

私達が日本近海で走ってましても，本当に目に兇える

ところで相手はぐんぐん走ってるけど，こちらは走ら

ない，という経験をするんです。これはまあ，沿岸で

すから，いろんな地形的影響，たとえば岬だとか，島

影だとか，沿岸特有の境界層的な状況とかがあるんで

すが，現実にこういう大洋の，障害物の何もないとこ

ろでも，やっぱりそういう現象は現実に起こり得るも

のだと……。それが，ある意味では気象現象の怖さと

言いますか，難しさと言いますかね，そんなところに

つながると思います。

大儀見その辺は天気図，その他をとっていても，読

みきれるものではなくて，まあ，運不運の中に入る

と言ってもいいでしょうね。特に気圧のパターンの移

動の方がヨットのスピードよりも速い場合が，ままあ

りますからね。船の方で選んであっちへ行ってやろう

と思っても，現実には気象のパターンの足の方が速く

て，なかなか思うようにいかないと思うんです。

馬場そうですね。その辺で，ヨットにこういった気

象の情報をと・う活用するか，ということの難しさが一

器あると思います。ですから－－つは最初から大きくコ

ースが別れる戦略的な使い方と，それから今お話に出

ていたような戦術的な使い方とあると思います。

だからと言って，もちろん全く不可能ということは

ないし，少しでも勉強したり，そういう情報を集める

ことに努力をすれば，有利な体制をつかむチャンスは

もちろん増えるだろうと思います。ただ，だからと言

って常に成立するとは限らないところに，この問題の

難しさがあると,W,います。

■効果的だったく春海〉の走り

大儀見優勝した今田さんがハワイのところまで､おり

てこないで大圏コースをとっていった場合に,スタート

(11)

した頃の天気図の感じだと高気圧の北側に出て，つま

り30度線のところを横に走るんじゃなくて，本当に大

圏コースに近いとこだと35度ぐらいまで上がるんです

ね。その辺まで上がった場合に，逆にその高気圧の北

側のヘリで風をつかんでいくような感じに…･･･,そうい

う可能性もあるかなあ，と思って兄てたんですけどね

先程も話にあったように，高気圧の梅雨前線が北に

上がって，高気圧も北の方にと÷つかりと腰を早｢Iに据

えてしまったためという理由が一つと，今田さんが35

度まで上がらないで30度のところをずっと横に走って

いったということで，南側のへりをそれ程強くない風

をつかみながら走ったという感じなんですが，その辺

はどこかで分かれ目みたいなのがあっかどうか……。

馬場そうですね，今田さんはと÷う考えてこういうコ

ースを選択されたのか判りませんけども，いわば外野

の立場で見ますと，むしろこの第3のコースを選んだ

ら，もう少し徹底して，いちど34～35度まで上がるよ

うなコースで．．．…。

大儀見そう，今おっしゃるように，まあ，外野の立

場で見ていてね，なんか，せっかくそこまで行ったの

に，やっぱり34～35度まで上がらんと，本当のアドバ

ンテージが生まれないんじゃないかと思ったんですが

ね。

馬場ですから，狙いはよかったんですが，やや徹底

を欠いたような印象は受けます。それから，現実に天

気図の上で見ても，もう少し細かく分析してみると結

果が出るんですが，35度に行かなくても，やはりもう

少し北を狙った方が有利だったんじゃないかと考えら

れます。．…･･少なくとも高気圧の軸とか，高気圧の圏

内の微風帯を走るチャンスをもう少しでも減らすこと

はできたと思います。

大儀見遅れてスタートしたんで同次元で話はできな

いんですがく春海〉が，比較的小さな船なんですが，

最後にやっぱり他の艇と同じく小笠原高気圧に‘つかま

って，やはり悪戦苦闘するんですが，そこまではかな

りいいペースで走っているんですね。今田さんのコー

スよりはかなり北の線を……。我々が，それこそ外野

の立場で,今田さんが走るとすればこの辺を行くんじ

ゃないか，といったコースを，逆にく春海〉がなぞっ

たような感じがするんですけと’ね。

馬場く春海〉の航跡を見ますと，天気図と比べてみ

て，割合効果的というか，効率的に走っている感じが

します。しかも，性能的にそれ程ディファインされて

もいないし……。

大儀見最終的には6000マイル走って，潮ノ岬の沖で

夜中に貨物船と接触事故を起こして棄権しちゃたんっ

ですけども，まあ，レースを完走した，しないの問題

はともかくとして，〈春海>のコースは，今後のコース

の選定等について，なかなか面白いデータを提供して

くれたんじゃないかと思います。

馬場ええ，日本近海に来ても，このくらい北寄りで
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すと，高気圧の軸じゃなくて，ちょっと外れたもんで

すから結構いい風拾ってるんじゃないかなあ。ただ，

もちろんフリーの風じゃない時の方が多かっただろう

と思うんで，それはそれなりに苦労はしただろうと思

いますけども……。

■黒潮に対する貯金が必要

大儀見これは南のコースも北のコースも，いずれの

場合も，皆さんが大分，判断に迷ったというか，苦労

したというのが，本土に近づいてきたところで，高気

圧が出てきて艇速がおちた。まさに艇速がおちた状態

で黒潮の影群を一器こうむる。何らかの形で黒潮の流

れを横切って行かなきゃならないところでね．…･･･

北のコースも，いわば黒潮の北側，本州の南海上を，

比較的本州に近いところをスレスレで入っていくとこ

ろまではなかなか思い切れない。最初におっしゃった

ように，比較的早い時期にくシャルレー〉が三宅島付

近を通って，潮ノ岬へまっすぐつっ込んでますけど，

あとのはやはり黒潮を心配して青ヶ島の南方まで下が

ってきてる訳ですね。……今年の黒潮はたしか，だい

ぶ南の方に，親潮の冷水塊が房総沖まで出てきて，八

丈島付近をそのまま東進して，それから北上してるよ

うな感じなんですけどね。

馬場あの’黒潮の最近の一番大きな大蛇行が昨年の

8月に終りましてね，それからいわゆる接岸といいま

すか，本州の南岸をすれすれに東北東を北進するとい

うかたちに変わっている。まあ細かい変動はあります

が，その場合，黒潮の流路はあまり南には南下しない

第1図1981年6月の月平均気圧配置図

一－6月末頃までの各艇のコースは，この三つの系統に大別

される

←－興味をもたれた極端な北回りコース

東太平洋の高気圧は当初平年よりも弱く，この北側の低気圧は

アラスカ湾に向かうものが多く，また高気圧の南側の偏東風も

平年よりは弱かった。

といいますか…･･･・

大儀見ああ，そうですか。

馬場南北の幅も割合シャープに出てますので，これ

は皆さん，出る前にそういう情報を持っていっただろ

うし，それからラジオなどでも断片的には放送しただ

ろうと思うんです。ですから，こんなに大きく用心し

て[''1らなくてもよかったんじゃないかなあ，という気

はします。ただ，もう一つは伊豆七島をシングルハン

ドで通り抜ける，という問題ですね。

大儀見ええ，ありますね。

馬場それとの絡み合いだろうと思います。

ちょっと話は戻りますけどく太陽〉とく春海〉とい

うのは例のミッドウェイ・ハワイ間の環礁は避けるよ

うな形で走っている訳です。これで一つの心理的なプ

レッシャーというものは完全になくてすむ訳です。

私も，シングルハンドはやったことがないんでよくへ
知りませんが，この辺の精神的な圧迫というのはどの

くらいあるものか，ただ黒潮に関しては確かにそうい

ったことが言えると思いますね。あんなに離さなくて

もよかったんじゃないか，という気はします。

大儀見南のコースへ行った連中も，恐らく黒潮に東

へもっていかれるという計算で，かなり西へ，室戸崎

の線よりむしろある程度西へ出ている感じなんですね。

馬場確かに最終レグでは，やはり少しでも西へ出て

から_こりたいと，その時に微風に会ったら大変だとい

うことはあります。ただ，どちらかというと，特に，

<太陽>，〈春海>それから北呵りの船ですね，これが東

経140度あたりを越える時に，ああまで呵らなくても

第2図1981年7月の月平気圧配置図

太平洋の高気圧は次第に西にはりだし，日本を、前にした各

艇をおおい，天気は良いが，凪や弱風で各艇を苦しめる結果と

なった。

。‐

l“『万'たl“陸⑥睡昼■HFI“I蝿8J■I野13,Ⅱｮ

(12)
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よかったんじゃないかという感じはします。

ごく日本近海に来てからは，やはり黒潮に対する貯

金は必要だと思いますがね。それから，毎日の航跡図

を見ても，最終的な結果を見てもそうなんですが，北

方を1111ってきたくシャルレー〉が割合に最後になって

南1111りの船が凪にぶつかったということも含めて，結

構追い付いて来た，といいますか，〈シャルレー>の場

合は全航程4800マイルに対して一日の平均帆走距離103

マイル，4.29ノットでありながら,<太陽〉にわずか2

日しか違っていない。

これも，私は気象の立場から北回りの船をずっと兄

てたんですが，また，不幸にして途中で沈んでしまっ

たくかざぐるま〉と他の2艇を比べますと，やっぱり

どうせ北を回るならばくかざぐるま〉ぐらい北を回っ

た方が北のメリットが出てきたのではないかと……。

へある意味では徹底を欠いた，と言ったら少し酷になる
かも知れませんが，そんな気がしました。これは天気

図上から追っても確かにそうなんです。この辺の緯度

では，波の悪さというのは，緯度3度や4度違っても

大して変わらないと思います。

大儀見変わらないですね。どうせ北へ行くならもっ

と思いきって鼬離を短かくするゴースの方がよかった

んじゃないかと言えますね。

馬場風系からいっても，似たようなことが言えると

‘思います。

大儀見今おっしゃるようにくシャルレー〉がわずか

2日ちょっと遅れて，大健闘の部類に入ると思うんで

すが，特にレーティングがく太陽〉よりかなり低いで

すからね。……これは全部結果論というか予測ですけ

ど，仮にレーテイング28フイートの船で北回りを走っ

ていたら，もっと接戦になったんじゃないかと思いま

す。その意味で，この北回りのコースも必ずしも捨て

たもんではない。ただし，今年のスタートの時期の気

圧配置で，低気圧がかなり低い所を走っていたことと

へ東太平洋の高気圧があまり大きく発達してなかったと

いうことで，北コースが相対的に有利なパターンにな

っていたとは思います。

それは別にしても，まあ今回の優勝は南回りですが，

今後北Inlりコースは，かなりお勧めできるな，という

感じはします。

馬場もちろん，これは各艇とも考えたと思うんです

が，どのレースでも同じでしょうが，もし，レースに

出て勝つことを狙いますと，一つはいろいろなコース

を考えて，どのコースカ確率的に有利な体勢になるか

という考え方と，もう一つはコースに適合した船とい

うものがあると思います。ですから，もし北回りが可

能性があってチャレンジしようとなったら，自艇の性

能が北111りにどの程度適合してるかを，もう一度フイ

ードバックして考えてみると非常に面白いと思います。

ですから，船にあまり大きな選択の余地がないとす

れば，逆に他艇と比較して，どのコースが最も適合し

(13)

ているかを検討すると……。そうすると，今おっしゃ

ったように，〈シャルレー>のような船ですと，やはり

北回りを狙う以外ないという最終的な答えが出てくる

と思います。ま，そういう意味では，非常に合理的な

計算に基づいて選んだ結果であって，これがもう少し

気象条件とかコースの選択に工夫があれば十分にチャ

ンスがあったと思います。

■危機一髪だったくかざぐるま〉

大儀見北のコースについて言えば，〈シャルレー>も

そうですが，東I｣I君のくタカラブネ〉も30フィートの

船で，だいぶく太陽〉はもちろん，〈シャルレー>に比

べてもレーティングが低いですね,〈シャルレー>が103

マイルに対してくタカラブネ〉が99マイル，一日の平

均走航距離ですがね，ほとんど大差がない。出だしの

所でちょっともたもたして遅れたために，気象条件の

差が後々まで尾を引いてしまった，ということでしょ

うが…･･。

これもやはりくタカラブネ〉がもう少しレーティン

グで大きくて，上り性能に強い船だった場合には，こ

れまた，かなりいいところへ差し込んで来たはずだと

言えると思います。

馬場それと，もう一つは，ちょっとまた話が元に戻

りますがくシャルレー〉が北回りでありながら4800マ

イルですね，で，あの沈んでしまったくかざぐるま〉

というのは完全に大圏コースに乗っていた訳です。

大儀見そうですね。

馬場大体4500～4600マイルだったと思うんです。そ

うすると同じ北回りでも，多少違ったコースの選択が

ある訳ですね。もう少し航程の節約も考えられたと思

います。

大儀見北コースで,300マイルというと，約二日分

まる二日以上か三日近く違います。ですからそれを単

純計算すればね，〈シャルレー>がもし,4800じゃなく

て4600でやっていたらフィニッシュはほとんど変わら

なかったろう。非常に近いところでフィニッシュした

はずだということは言えますね。ま，今，沈んだくか

ざぐるま〉の話ですが，これはご存知のように，最初

の救難要請「浸水中で問題がある」という風な無線連

絡が入ってから12時間半ぐらいにわたる，太平洋を股

にかけての，大変な通信網，アマチュア無線国際電

艇名

太陽

RAY

KENWOOD

TASAKI

PEARLOF

TIDA

CHARLE

航 程

マイル

5803.3

6256.2

6158.8

4910.7

平均スピート

ノッ｜、

5．54

5．80

5．42

4．39

所要11"

’1

43.63

44.95

47.37

46.58

上位4艇の比較
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というものは，特にレースに出た場合，帆走性能の追

求だけでなく，やはりそれだけの海況に適した強度と

か適応性を十分考える必要があると思います。

大儀見そうですね。

馬場ある意味では，いま大儀見さんがおっしゃった

ように，いろんな通信手段によって無事救助されたと

いう結果になった訳ですが，浸水が始まってから沈む

まであれだけ時間があったというのは，その意味で非

常にラッキーだったと言えると思います。

大儀見そうですね，舷助されて一H寺間後ぐらいには

もう沈んでしまった訳ですからね。最後には，もう，

チャートテーブルの所まで水が入っていて，現実に，

よくそこまで浮いていたな，というような状態だった

訳ですから…････

馬場恐らく，通常のケースではもっと早いだろうと

思うんです。そうしますと，結果的には無事だったけ

ど，やはり，海上というのは，通信体制が整備されて

いても，非常に好条件が備わっていても，そのくらい

の時間は当然かかるもんだ，ということを考えると，

話，その他あらゆる連絡の手段が動員されて，無事に

コーストガードの船や飛行機，それから近海を航行し

てた船で救助された訳です。

これは，気象・海象とレースの展開とは別の，無線

でのモニタリングの体制が，はからずも今回．非常に

有効に作動して，初期の目的である単にレースの展開

を追うことだけじゃなくて，イザ何かあった時には…

という倣雌体制のために打っておいた手段が適切だっ

たと言えると,1u､います。

馬場まあ，これだけ広い海ですし，特に北回りだ

と，やはり低気圧が相次いで通過するという海象です。

北Iplりの大きな特徴は，波の向きと，風の向きが必ず

しも一致しない訳です。次々と短かいインターバルで

低気圧が通過しますから，いろんな方向からの波が合

成してやってきて，いわば俗に言う，三角波に近い海

象が常時発生します。

ですから，やはり，北の場合はそれに適合する船の

強さとか椛造が当然必要とされます。従来から，南回

りは比較的そういうことは少ない。その意味でヨット

へ

第3図1981年7月6日9時の天気図と先頭の各艇の位置
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北上をはじめた梅雨前線の南側では，西から南西の風に変わって

ってきたが，北側では，まだ東の風が吹いている。

(1=太陽/2=テイダ/3=タカラブネ/5=ハーフムーンベイ/7=レイ/11=シャルレー/12=サントリー
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大儀兄氏

これで果して十分かと言うと，そうでもない。

大儀見まあ，根本は沈まない船で行かなきゃいかん

ということで……。

馬場そうです，そうです。

■新しい技術の採用も……

大儀見今IplのレースをやるII､fに人工衛星を使った追

跡装置の話しも出たんですが，大iﾉﾘ洋シングルハンド

レースではどんどん使われているようですが…････

今、のくかざぐるま〉の場合にはデッドレコの位置

と実|際の位置があまり違っていなかった。確か30分程

度の差だったと思うんですがね。そういう意味では力ll

藤君のデッドレコの位置がかなり正確だった，という

ことで，大きな問題にならないで済んだんです。しか

し，特に北太平洋で天測がままならぬ，何日も連続し

て天測ができない，従ってデッドレコの位置で出して

いくしかない状況だと，まあ，あれはどの程度の誤差

ですか，数マイルかそれ以上の誤差で正確な位置が常

II､f追跡できるという状況は，文字通りレースの運営か

らいうと，非常に大きなプラスだと,1J,います。

馬場そうですね，今，日本では海上保安庁が黒潮の

流路測定に使っていますが，あの実‘験結果を見ますと，

平均して半マイルぐらい……。

大儀見ああ，そんなもんですか。

馬場ですから，精度としては非常に商いと言えます。

それから，レッドレゴニングにしても30分のエラーと

いうのは，ちょうどくかざぐるま〉が沈んだ時は，現

場の視界がそう悪くない，という状態ですね。

大儀見ああ，そうですね。

馬場低気圧が通過してから，その後の後面の寒気の

(15)

領域に入っていますので，だいたい5マイル以上の視

界がありました。これが，場所がもっと西で，いわゆ

る海霧の多発地帯だったりすると，ほんとのわずかな

位置の誤差が致命的な結果になることが十分にありま

すので，できれば，そういう非常に精度の高い位置が

自動的に把握できる装置というのは，やはり重要な条

件になってくると思います。

．．“･･大西洋の場合はそういう事故というのはなかっ

たんですか。

大儀見なかったようですね。

馬場前に行われた時は，結構それで倣助されたとい

うケースもありますから，そういう新しいテクノロジ

ーで有効なものがあれば採用していくべきだろうと考

えられます。

大儀見今回の場合には，アマチュア無線の他にアメ

リカの沿岸警備隊の方から強く要請されて，救難信号

のrl動発信機を積んでいったために，デッドレコの位

置がそれほど外れていなかった。それから今，馬塲さ

んが指摘したように，比較的視界が良かったことも含

めて，コーストガードがホーミングするのに非常に有

効に作動した訳です。まあ，これを開局したというの

が，日本の電波法で問題があるということで，帰って

きた|畔に通信委員会のほうは事情聴取といった形でだ

いぶ問題にされたというような事情がありますが……。

やはり，そういう救難用には，いい物はどんどん前

向きに，法改正が必要なら法改正もやる。あるいはそ

の特例を設けるなど，行政上の描置を機敏に取るなど

してやっていただかないとね。その辺でと．うなんです

か？人工衛星の追跡なと響の場合は，法的な問題など

は今の日本では出てこないんですか？

馬場ホI1変わらずあると思います。これは正規の手続

きを経れば許可になる性質のものだろうとは思います

が,日本の現行法では非常に煩雑な手続きなので,それ

相当の時間も必要だと思います。それから法律の問題

では,一般論では,11本だけじゃなくて外国でも，非常

にすさまじい勢いでどんどん革新が続いている技術に

対して，法律というのは必ず遅れている訳です。その

遅れのレベルが日本の場合，外国に比べて大きいと言

いますか，そういう点で今後のレース運営にも恐らく

次から次へと，いろんな問題が出てくると思います。

できれば，少し長い視点で見ながら，その辺も事前

になにか対処できる方法があればいいと思います。大

西洋で使われているのはアルゴシステムというんです

が，これは世界中で現在使われているし、日本では，

科学技術ハ:，宇宙開発事業団などでやはり同じような

手法のデータコレクションシステムが開発され実用の

検討が始まっています。その辺で，同じようなシステ

ムじゃなくても，日本独自に開発したものでも，やは

りヨットに使えるようなものは使うという方策を並行

してNORCとして継続的に検討し続けることは必要だ

ろうと思います。
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鳴場氏

■多角的なデータを残そう

大儀見前回もそうだったんですが，今回のレースを

やって，参加者やその周りの関係者などからは，ぜひ

またやっていただきたい。次はいつやるんだ，という

声が商かつた。これからNORCでもまた検討すること

になりますが,ここ31nlまで,特に今回はいろいろな意

味で，非常に内容豊富な実績をあげることができたと

思います。できるだけ早い時期に，例えば4年後にも

う一度やる，ということを決めて，その上で今也Iの経

験を生かして，いろいろな条件の整備，特に日本の場

合はややこしい問題が出てきますので，そういうもの

も十分，時間的に対処できる余裕をもって企画すべき

だと思います。

馬場それから，こうしてレースが終りますと，私共

が－．番興味があるのは，やはり，現実に走ったコース

とそれによって得られた風とか波のデータをいれて，

いろんな格好で事後解析ができることです。そういう，

いいデータと，いい事後解析がまた次のレースの為に

非常に貴重な，ヨシ|､界全体にとっての財産になると

思います。これも年々整備されていくと思いますが．

如何にして将来の為のデータを取得するか，また，そ

れをどうやって上手に，ヨット界全体の為に役立てる

ような格好で処理していくか，ということもやはり，

レースと並行して考えていくことも必要でしょう。

大儀見その点でもアルゴシステムがあるとないとで

随分違うと思うんです。今度見ていましても,*ll当の

艇は，かなり正確な天測，またはデット．レゴでずっと

推移している。航跡図を見てもイレギュラーなものが

ない，ということで全うに走っているし，また，その位

(16)

置を出しているという感じはあります。しかし一部の

艇は，明らかに，どう見ても航法の方のズレがあって，

実際にそこは走っていないんじゃないか？という深

刻な疑問を感じる艇がない訳でもない。それが，例え

ばアルゴシステムでの正確な位置の追跡があれば，各

艇には天測でレポートさせといて，誤差が一番少なか

ったのにベストナビゲーター賞の対象にするとか．…｡。

それに，今おっしゃるようなデータにしても，位置が

正確だという前提で，はじめて生きてくる訳ですから

ね，レポートされた位置が狂っていれば，そのデータ

の意味合いも失われる訳です。

馬場それから，大西洋で使われた発信機にはf，全部

気圧と気温のセンサーが大体入っているんです。です

から，それ自体，気象の立場でも，非常に貴重なデー

タ提供になる訳です。

大儀見はあ，位置の情報と同時に気象のデータも発

信する……。

馬場そうです。ですから，単に走るということから，

多角的なデータを提供しつつ走る，ということで，非

常に意味も大きいだろうと思います。

■次期の開催はいつ？

大儀見今回はアメリカからの参加は一艇だけしかな

かったんですけども，むこうのシングルハンド．ソサ

エティーとか，かなり経験も積んでいるし，また，感

心を持っている連中がｷ11当いることも今i''lはっきりわ

かりました。ぜひ7111･目に次のレースの企画を発表し

ていただければ､，海の向こうからもかなり出ると思い

ます。

今回，特に紅一点のリンダさんなどは，とにかく素

晴しい体験をさせてもらった。レース中もさることな

がら，こっちへ来てからも大変面,',かつたし，自分

の経験を生かす為にも大いにPRして，この次には，

女，アメリカ人は一人ということじゃなく，ぜひもっ

と参加して,ll本のセーラーと大いにせり合いたいな

んて言っていました。

馬場今後はもっともっとインターナショナルな雰囲

気が入ることが望ましいと思いますね。それから太平

洋のコースというのは，もっとコースの選定とか船の

設計とか，あるレベルまでいくと，少しオーバーにな

りますが，システムエ学的に非常に興味ある問題がた

くさん出てきて面l/iいと思いますね。

大儀見それから時間の問題ですね，例えば次のレー

スをいつやるか，ということ…｡..。過去31'il,はから

ずもフィニッシュ地点が違ってたんですが，1回目が

3月のスタートで4月の終り，連休の時期にフイニッ

シュでした｡2111l目が沖縄のフィニッシュで，そのま

ま，いわば貿易風帯に乗って走る距離が長いというこ

ともありましたが，9月にスタートでした。そして今

II'Iが6月にスタート。台風シーズンを避けて通りたい

という非常に大きな課題を前に置いて，特に気象とい

。■
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う観点から，馬場さん，開催時期はとゞうですか？

今IIIIは面白かったと思うんですが，同じ梅雨前だと

もうちょっと早くスタートした方が良かったかなあ，

という感じもありますが……。夏にやればいつか，と

いう問題に入る前に，もっと大きく，春なのか，夏な

のか，秋なのかという点ではいかがですか？

馬場そういう観点からすると,81j下旬か今回の時

期，それからもうちょっとjIIめるか……。

大儀見一週間ぐらいね。

馬場はい，その辺が一番いいと,W,います。というの

は，いろいろな見方があると,思いますが，太平洋の弧

著な低気圧というのは，平均しますと6月中旬を境に

して，かなり様相が変わるんです。それ以前というの

は周期的にやってくる低気圧も絲柵勢力が強くて，非

常に厳しい海です｡これが6月中旬以降になりますと，

|同lじような低気圧でも，その力,l昨化の程度はそれ以

前と比べるとおだやかになる。というのは，大体，6

月中旬までは非常に活発な南の暖かい空気と，北の冷

たい空気が，我々は南北交換といいますが，それが一

番強いのは3月，4月，5月で，それが6月の中旬まで

太平洋の緯度の高い所まで残っています。それが後半

になると非常にやわらいでくる。

そういう意味では，太平洋横|新できるヨットだとは

いっても，やっぱり小型船舶ですから，台風ではなく

ても北太平洋独特の大規模な低気圧というのは，やは

りｲ1I当なもんですから．．….。特にご承知のように，真

冬の北太平洋というのは本船でも難航するくらいです

から，そういうものは避けて，ある程度やわらぐ時期

を待つという意味では，やはり6月はじめくらい……。

それから後になると，北太平洋の緯度の高い所は，

大体，8月の下旬になると，もう完全に秋の様相に入

ってくる訳です。これは，いわゆる春とは逆の南北交

換がもう始まっている訳です。それと同時に，いわゆ

る台風が日本沿岸に接近してくる｡“…。台風というの

は人間で言えば一種のガンのような症状ですからね，

これはやはり避けるというのが賢明だろうと思います。

一

第4図1981年7月15日9時の天気図と先頭の各艇の位置
先頭のく太陽〉は商気圧の真只中，また続く<RAY>もこの闇内に

入りつつあり，ひき続いて西進する高気圧と同航の形となり，凪に苫しめられた。

（1＝太陽／2＝テイダ／3タカラブネ/′5＝ハーフムーンベイ／7＝レイ）
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馬場はい，これはどの台風でも偏両風に乗ったら餓

後25ノット以|竜に最終的には加速する，というのは常

識なんですが，今l''lも，まったくその通りにストレー

トに乗っていっちゃった，という形ですね。

それからもう一つは，偏西風に乗って南から真北に

高速で走るというのは，非常に，特にこれは幸いなこ

とだったんですが，台風がスピードアップしますと，

進行方向に対して右側というのは非常に風が強くなる

訳です。それが今lulは海の_|そだったんで，風による被

害というのはほとんど出てこなかったんですけれども。

大儀見逆に左側は弱くなくなる訳ですね。

馬場そうです。これが，コースがもうちょっとかか

っていれば，そういう強風域というのは日本の太平洋

沿岸のと,こかにかかっただろう，ということです。

餓近は台胤に関する情報が，予恕はともかくとして，

現在台風がどこにあって，と．う進む，というのは，気

象衛星あたりで非常に正確に把握されるから，削合，

船は111-めに俳避して，知らないで巻き込まれた，とい

うのは非常にまれになってきた訳です。そういう意味

ではいいんですけれども，。やはりヨットということに

なりますと，船足が遅いですから、本船のようにｲ､避

するといってもほとんどできない。ですからやっぱり

レースの企仙1とか，レースIl1に台肌の発生ということ

があれば，非常に'慎重にやらないといけない問題だと

思います。

大儀見ええ，ある意味では，時期の問題もあります

けれとゞも，参り1l艇のロアーリミットですね，結局，艇

速性能が遅い船ですね･･･・トップ艇やある程度速い船

は台風シーズンにひっかからなくてすむ，ということ

で企IE'1したレースでも，梓に船足の遅いのがあれば，

一般の船速用の枠をはずれて,ﾓﾀﾓﾀしているうち‘

シッポの方で巻き込まれてしまう……｡今回のくブルー

ジェイ〉が完全にそのケースだったんですけどね,〈春

海〉の方は遅れてスタートした，という事情がある訳

ですけれどね，その辺も一考しなければいかんでしょ

うね，恐らく。

馬場そうですね，やはり，前々から横山さんのよう

な設計背から良く言われていることですが，ある程度

の条件になってもスピードが落ちない，というのはや

はり一つの防御手段ですからね，重要な問題だろうと

思います。

大儀見それではこの辺で．…･･･本日はありがとうご、

ざいました。

そのあたり，いろんな条件を考えますと，やはり6

11''1.々ぐらいのスタートが一器いい時期じゃないかと

思います。

■際どかつた台風

大儀見第1回目の311中｛｣Jスタートしたのに，クラ

ウス・ヘナーが北太平洋を行った訳ですが，本当にひ

と÷い’|に会っている訳ですね。北太平洋の一瀞ひとゞい

I昨化の中……，あれはまさに鉄の船ですが，いかにド

イツ塊の強者でも，だいぶ参って，フラフラになって

こっちへたどり蒜いて『二度とイヤだ』と言っていた。

その後，今度は沖縄の柵かい海だというんで2度I1も

来て，今度はいろんな事情で31ul連続という訳にはい

かなかったんですけと．ね。やはり，春先の北太平洋と

いうのは,I*i回りの関所を設けない限り，やはり，ち

ょっと近寄り難い趣きがあるでしょうね。

今''1|は幸い，シンガリの艇が本当に1llか211のズ

レで台風15号に，もろにぶつからなかったけど，まあ，

冷il畠ものというか，本当に際どい所だったと思うんで

す。

馬場そうですね。

大儀見この時期としては，台風はもっとiti寄りへ人

＝』てくるのが神通じゃないですか？

馬場はい，平均的にはそうです。

大儀見あれがもうちょっと西へ入っていたら，房総

へ｜をがらないで,IﾉLI国,fl1l枚山に’2がっているという

ケースだと，もろに沿岸に一悉近い，どうしようもな

い所で2艇とも完全に巻き込まれていたケースなんで，

不幸I|'の幸いだったんですけど，その辺もl岬期の選定

を-4-る点では慎重に検討･する点だと思いますね。

馬場その通りですね。

大儀見ところで，この15蹄はね，上陸してから，な

かなか東向きに行かないで，そのまま，まっすぐ北へ

行っちゃったんですけど，これは偏西風が弱かったと

か,ii'Iかそういうことなんでしょうか？

馬場いえ，この偏西風というのは，ごく一般的には

11iから東へ流れる」空の流れなんですが，これがI}|↑に

蛇行している訳ですね。この蛇行の程度が割合に直線

に近い蛇行なのか，それとも非常に大きな蛇行なのか，

いろいろ，その時の状態によって変わると思います。

ちょうど15号が}皀陸したHfは，その蛇行がll本附近

で一冊大きくなりまして，非常に極端に，南から真北

に流れる流れが卓越していたんです。その侃IﾉLi風とい

うのは，だいたい真夏ですので，蛇行の一瀞谷間の部

分が伊豆諸島のまん中あたりにかかっていたんです。

ですから，台風がそこへ来るまでは偏西風に乗ってな

い訳です。非常にゆっくりしたスピードで，気象I):の

情報にもあるように，台風''1身，と÷こへ行っていいか

困っているような状態でノロノロしていて，それに乗

った途端に，急に加速された/しです。

大儀見ものすごいスピードですね。
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シスコの湾内で練習中のく太陽〉今田選手撮影：西村一広提供：舵社

ところが，この気のゆるみ……（？）が，43日の所要日

数で,「いちばん長い一日」になったのである。

友ケ島水道の手前で，出向えのくノミⅢ>，〈寅丸>，

〈熊野〉等，僚艇の中，風がピタリやんだかと思うと，

そよとも吹かなくなってしまった……。

帆走すれば，たった30分程の距離なのに……内海特

有の全くのベタナギ，結局フィニッシュしたのは，夕

暮れの5時をまわった頃だった。

丸3日間，不眠不休で，食料も底をつき，フィニッ

シュすれば，フィニッシュすれば，と考え，最後の3

日間に,「すべてをかけて」艇を操ってきたのに……。

室戸岬が視認できる｡｡…･〃

後続艇の位置が気になり，レース本部へ無線で確認

する･･…｡，正確な位置が確認できたとたん，ホット安

堵した。ここで，はじめて,「優勝というものを意搬し

た」のである。

無線によると，フイニッシュラインである洲本サン

トピアマリーナには，たくさんの関係者が，いまかい

まかと侍っているという…….〃

一瞬考えた末，明け方よりも昼近くにフイニッンュ

すれば，すべて良いのではないか．．…｡すぐにフォアセ

ールをおろし，メイン－枚でフイニッシュに向かう。

(19)
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「最後の最後まで，気を抜いたらあかん，夜，室戸

llllFをすぎる頃，気象通報をとっていれば，風が落ちる

ことは予測できたのに」……そう思いながらも，睡魔

が襲ってくる。無性に眠い。ここで眠ってしまったら

おしまいだ。僚艇からの問いかけにも「腹がへって答

えるのもつらい」とにかく歯をくいしばって耐えた。

脳裏を駆けめぐる･･…，レースにこぎつけるまでの準

備期間の出来事が……次から次と出てくる。

フシと思った「疑問｣。それが,いつの間にか，第3

回太平洋単独横断ヨットレースに出場という，決心に

固まっていたのであった。

ヨットー高校一年の時だった，最初に知ったのはc

それから約13年，色々なヨットに乗り，さまざまなヨ

ットレースに出て来た。そしてシングルハンドでレー

ス回航もよくやってきた。

しかし，シングルハンドヨットレースが，まったく

新しい七一リングに思えたのである。

「まったく新しいセーリング」

そこには探究心の旺盛な自分（？）･“早々に知りたか

ったのである。

今まで，雑誌，そして見聞等，色々と知る機会はあ

った。沖縄海洋博の時くウイングオブヤマハ〉で，戸

塚さんの御言葉に甘え，一週間泊めてもらい，各艤装

を説明してもらったりもした。しかし，なぜか，頭の

中には残っていなかった。自分の問いかけに，返答が

できない。「ウインドベーン」がどんな構造で，どんな

働きをするのか，シングルハンドで，スピンのジャイ

ブ……どうしたらできるのか，等々，知りたいことは

いくらでもでてくる。

太平洋，大西洋シングルハンドレース，太平洋と名

の付く書物，そしてシングルハンドヨットレースと名

の付く記事集められるものは集め，知り得られるも

のは得たいと，真剣に思っていたからである。

調べました，そして聞きました，そしてまた調べま

した…･･･そうこうしているうちに，シングルハンドセ

ーリング，シングルハンドヨットレースが，いつの間

にか太平洋シングルハンドヨットレースヘの資料集め

として行動している……。入ごとのように受けとって

いたシングルハンド……。どのことがどう関連して，

いつの間に，太平洋横断を真剣に考えていたのか，そ

の経過は，憶えていない。

「資料を集め，頭で理解していくうちに，その太平

洋シングルハンドヨットレースが他人のものでなく．

自分自身で，これなら十分に行ける〃･･…横断は，自

分の技術で出来ると確信を持ったのである｣。

これまで経験した最長ヨットレースは，ロスアンゼ

ルスから，ハワイ，いわゆる'トランスパックヨット

レースで，西宮のくノミⅢ〉野村オーナーの艇であっ

た。この経験を踏まえて考えたのだ。

所要日数，距離等においても，すべてが数倍，そし

てただ一人一。それが,1979年暮れにも近い,12月17

(20)

日だった。

「体」一つと「決心」からスタート。

まず考えた，全力をつくすことは当然だが，

「参加するためだけに，全力をつくす」のか，

「勝つために，全力をつくす」のか，

当然後者を選んだつもりだった。

ここから，いわゆる「静から動」に移ったのである。

早々に，住所録を広げて，印をつけていった。それ

ぞれエキスパートとしての技能を持ち，人間的にも信

頼のおける友人たち－．

最終的に，18名の友人が集まって，プロジェクトチ

ーム「波」が誕生した。

メンバーとその役割を紹介すると，

ヨットの設計者「沢地繁｣，沢地ヨットデザイン事

務所経営。

造船アドバイザーは，次の4人,「石川富哉｣，ヨット

造船所勤務経験あり，ジェットエンジンの開発設計に

当たっている。「金森寛」ヨット造船所勤務。「嶋田憲

一｣,某ペイント勤務，船底塗料に通じている｡｢吉田貴

彦｣,接着剤の専門家。岡山大学工学部学生o｢黒川健一

郎」がマネージャー。記録・資料整理担当の「尾坂久

美子」も同大学生。いずれも，抜群のエキスパート。

しかし，何せ皆，若い。いかに真剣にことを運んだと

しても，未熟さゆえの間違いを起こす可能性は十分考

えられる。チームを会社にたとえるなら，顧問という

か相談役が必要だ。

そこでツテを求めて出会ったのが,「吉野煕道」氏，

岡山大学農学部の助手で，京大学士山岳会会員である｡

システムアドバイザーとして依頼し，その場で,OK

をもらう。他，医療，栄養，等々－。

「友だちを引きずりこみながら（？），僕は，たえず

危険なことをやっているなあ－と不安でいっぱいだ

った。ボクが失敗しなくても，不可抗力を含め，何ん

らかの理由で挫折することにでもなれば，すべてに影

響をあたえ，唯一の財産である友だちをも失ってしま

う..….。だから一人一人に声をかけたときから真剣勝

負だった｣｡友人というつながりを大切にすれば,重大

なことができにくくなるというデメリットがある○

真剣に考えた,「これは一つの事業なんや’一人では

大きすぎて計れんような。それを僕自身が体験するな

ら，一人でも二人でも多くの友人が，持ち味や技術を

表現して，同じ経験ができることが貴重だと思った。

好きな者が寄って『カネ』ではない，別のものを出し

て，ベースをつくっていく，そこに価値があるんや｣。

しかし最終的には，自分一人がレースに出場するのだ

から，仲間に対しては，あくまでできる範囲で，責任

のないボランティアとしてやってもらう考えに徹した。

しかし，歯止めがなくては困る。そこで,のちに，ス

ポンサーとの契約書作成に当たって，耆類に連名でサ

インすることで，チームの絆の証し，責任の所在の証

とした。

へ

型里
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レースは，すでにスタートしていた。失敗はできな

いという大前提のもとで－．

計画書を再度作成した。スムーズにことが運んだ場

合とそうでない場合と，いわゆる’ウラオモテ両面を

スケジュールに組み，時間的余裕を盛り込む。そうす

ることにより，失敗や不安というものへの怖れが軽く

なり，一層行動することへの自信がついてきたのであ

った。

さて資金集めだ。会社四季報を買って，まず収益を

上げている企業，数百社をリストアヅ･プ，そしていよ

いよ会社訪問。「参力ll趣意書｣をひっさげて，太平洋単

独横断ヨットレースを売る（？）ヨットマン（セールス

マン）に変身したのである。手ごたえはほとんどなく

担当の係長クラスが，応対に出て来て下さるのは，ま
だましな方，若いOLが出て来て，「申し訳ないがう

ちはこういうことしてません……｡」もっとひどくなる

と，趣意書の内容も見ることもなく，太平洋･…･･ヨッ

トレースに御賛同をといっただけで，お引き取り願い

ますの「一言｣。

色々と考える……なぜ……。

そのうち，ジーパンのヨットスタイルに気づき，ダ

ブルの｢制服｣に身を固める。そしたら効果てきめん(?）

このほか，電話，配達証明書付きの郵送，考えられる

ことは，すべて行動…･“をしていたが，なかなか手ご

たえにぶつからず……。

そこへ運命の一本の電話が入ったのは，期限がギリ

ギリに迫ったある朝だった。

実は「1980年3月末日までに，スポンサーが見つか

らない場合は，計画中止をも予定していたのだ｣｡仲立

ちする人があって,「太陽工業株式会社東京支店で社長

と面会，面接（？)。しかし，感触はかならずしもよく

なかった。いい結論は出せないかもしれない，とりあ

えずは検討してみますがjという口ぶりだった。
そこへ入った同社大阪本社からの突然の電話……，

「至急コンタクト取りたし」なんと会長が直接会いた
いといわれているとのこと。

早々に訪れ，太平洋……の質問から入り，台風の話

まで,そのうちに，能村龍太郎会長は,「一体，それじゃ，

いくらいるのかね，船を造るのに…･･･」。：はい「2500
万円あれば，造れると思われます」一瞬，お考えにな

った末，会長は,「よし，じゃ用立ていたしましょう」。
会長への面会，面接（？）する折り，事前にチームと

は打ち合わせてあった，予算総額は,4200万円。丸抱

えのスポンサーが見つかる可能性は，まずない。万一

用立話も，テレックスも，コピーも，いるものは言い

なさいと，先の言葉に付け加えられた。

太陽工業株式会社，能村龍太郎会長は，資金ととも

に，素晴しいアドバイスをも授けて下さった。

「若いうちに1のものを1に,10のものを10に使うこ

とはできる。しかし,1のものを2や3や4に使うの

が勉強だ」というのである。

(21)

たとえ不可能に思えることでも，人間ぶつかってみ

ることだ，やってみなければ何ごとも始まらない。

スポンサー出現にチームは，にわかに活気づいた。

契約書を取りかわしたのだから，すぐ艇を発注しよう

と勇み立つ者もいた。（工程を確保という意味で）しか

し，口座に振り込まれてからでも遅くない，その前に，

いくらでもやることがあると，僕は，その者達をいさ

めた。ケンケンガクガクの論が飛びかった。それは，

メンバーの士気の表れにほかならない。

そこで，口座にカネが振り込まれるや,「1のものを

2，3……」路線を変更。交通費を倍増させ，その分，

東京や名古屋のメーカーを奔走することにした。とい

うのも，総予算の約半分強，これを活用するとなると，

「製品｣,「材料｣などは原価に近い値で，協賛という形

で提供してもらえたら，その分助かる。そう判断した

ら，再びヨットマン（セールスマン）に早変わり，各
メーカー，商社を訪ねる。

即答は出来るだけ求めず，もう一l'1l訪門できる口実

を残して帰る。相手に考える時間を与え,10日程のう

ちに，また連絡を，と言って足を運ぶ。こまめな作戦

が実り，シャープの太陽電池をはじめ，計28社の協賛

を受けるようになったのであった……。

艇はこの年,1980年11月29日，三重県津市の伊勢湾

海洋スポーツセンターで，友人達の英評を集め,「素晴

しく美しい姿」として多くの人達に披露したのである。

「オー，ビューティフル」と皆んな言ってくれる。艇

の設計を進める折，デザイナーの沢地氏とも，何10回，

何1001glともいえる程，意見を出し合い，建造のとき

には，造船所の方へ何度となく足を運び．．…｡，すべて

が，この日のために，積み重ねて来たんだとも思った。

しかし，この後，艇をサンフランシスコへ送りだし，

空路，成田を飛び出すまでが，一層，つらく，苦しく，
何度，挫折感を味わっただろうか。

予想以上に費用がかさみ，総予算がハネ上がってし

まう。船積みは刻々と近づく。支払いの期日である会

社が，1社2社と出てくる。いくらかけずり回っても，
金銭面でのスポンサーは，なかなか出てこない。シェ

ークダウンが終っても，艇は係留されたまま，動かす

時間がないのだ。気持はあせる，支払いの催促は入る。

どうしようもなく，知人を渡り歩く，そして知人へ，
成田空港出発約211手間前まで，借金，支払い期日の延

期を電話でたのむといった有様。

結局，日本を飛びたった時，後にのこったのは,「友

人達の熱い期待」と「計1200万円の借用書」そして，
「特別の生命保険証書｣。

2日前だったか,「友人達に電話で出発を告げ｣,親に

は,「借用書と生命保険証書｣,天と地の出発であった。

これが，レース中，すべての活動の源となった〃「レ

ース中，さぼろうと思えば，何ぽでもさぼれる。そう

いう怠けたいときや,辛いとき，恐ろしいときは，陸の
上を走り回っている時のことや，出発前の母の涙･“…、
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を思い出し，あの時やってきたんだ，最高の親不幸を

しているんだ･･･…」と自分で自分の尻をたたき，眠る

時間をおしんでは，自分の手で．舵を握って走ってき

た。

6月7日に，サンフラシスコをスタート，当夕方，

肉のカンヅメ（約15日分,11本から持っていったため

当局に一旦あずけていたが,CheCkなしに返却）が，

スキムミルクに化け（？）ていて，真剣に引き返えすこ

とも考えたが，一路コース南西へ。

411半llに，自動操舵がこわれたときもそうだった，

ウインドベーンがこわれたら，眠ることもならず，当

然レース続行も不可能かと思い，真剣に引き返えすこ

とを考えた。そして変針してアメリカ西海岸へとコー

スをとったこともある。この時運よく，通常，降ろす

べく考えていた道具が，どう間違ったのか，艇内に残

っていたため，これで何とか修理することが出来た。

完全に修理することは不可能であったが，何んとか，

走ってくれる．…･･ベタナギの中，後続艇がと、んと’ん

追いあげてくる。それまでの貯金（？）がなくなってい

く。

ミッドウェー近くでは，ナギから一刻も早く抜け出

ることを祈り，近づくスコールに期待を寄せ，スピン

を展開すれば，予想をはるかに上阿る巨大なスコール

で，アッという間に15kt～20kt近くで，セールを降

ろす間もなく，ただ，メインのブランケットにスピン

をほとんど入れ，とにかく，ティラーでコントロール

するのみ。落ち着いてコンパスを兇たら，何んとアラ

スカ方面へ，つっぱしっていた｡

その後，熱低かと思うほどの荒天，4ポイントリー

フのストームで，メインは“ラフ”ぎみで「恐しかっ

た」巨大な波……，しかし，ただひたすら，日本へ向

けて走らせるのみ。順風満帆の3枚張りで，12～15kt

で，これまたひたすらつっぱしっていると，突然の海

上''1衛隊の飛行機，この時の日の丸は，とてもうれし

かった。思わず「バンザイ」を叫んでしまった。

そして再びベタナギ。またまた，後続艇の追い上げ

で，貯金(？）が減っていく。風が弱まれば，ウインド

ベーンが全く利用できず，2本の腕がしびれてしまっ

て，結局，ティラーに足を縛り付けての操船，小笠原

を過ぎるころから，食糧もほとんどなく，若干のカリ

フォルニア米と塩としょう油，そして真空パックの餅。

とにかく，トップを切って走ってきたのだ……すべて

思い出しながら．….．.〃

横断コースは，大きく分けて北回りと南回り，いず

れを選択してもよいのだが，気象条件がまったく異な

る。いくら船の性能がよくても，風が吹かなければ，

につちもさつちも行かない。

それを連といってしまう……のは早計である。連も

勝負のうち〃

「自分の中に運を抱えこむんや，事前の調査があれ

ば，運は小さな値になってしまう，何もしなければ運

今職 、
、

、
‘蕊垂貢:、縄』

藍蕊 話 Ｇ
Ｕ
ｑ

命

睡塗

雷：
＊

蝉

RE一
スタート直後のく太陽〉撮影：西村一広提供：舵社

は連でしかないけれど｣◎某雑誌に現在,チーム｢波｣の

「高城正義」氏の記載する，コンピューターによる，

ヨット〈太陽〉のシミュレーンョン，これには，いち

ばん多くの時間と，かなりの経費を注ぎ込んでいる。

彼自身の注ぎ込んだ時間とは，「膨大」なものにな

ろう。途中，色々な論をかわした。中でも「本当にシ

ミュレーション計画実行するのか」何度となく彼から

問いかけられた。｢やる｣,だからたのむぞ〃彼はただ

もくもくとやってくれたのだ･･･…。膨大な時間をかけ

てやったとしても，祁手は自然である。そのまま役立

つ情報にはなり得ず，あくまでも，僕の判断資料でし

かない。

「会社の，いわゆるマネージメント用コンピュータ

ーの判断と似ている。たとえば，データからの予想

だと，斜め右後方から風が吹〈はずなのに，実際には

左前方から吹いてくる。何んでこれ違うんやろか，そ

れを考えるための材料なんや。現実と対比させて，そ

れではおそらく次はこういう風がくるんじゃないかと

予測する。つまりボクの見方一つで，すごく有効な資

料にできる」

「膨大な時間をかける←→今田福成の使用方法」

神戸大学システムエ学科，平井一正教授をはじめ，

同科の学生達も，はじめは面白がって（？失礼)，実際

にプログラムを組み出したのであったが，そのうち参

加する意識を持って，しまいには，僕を追い立てるよ

うにして，みんなが，コツコツ，約1年の歳Hをかけ，

完成させたのである。

もちろん，レース艇にはアウトされた資料を積んで

行った。実際，ミッドウェー付近までは資料とほとん

ど同じく，その後は．まったく資料と逆風で，強弱な

風．しかし，この資料があったため．先に述べたよう

な判断材料として．十二分に活用できたのであった。

気象海洋コンサルタントの馬塲邦彦氏から！蒜入した，

インプットデータも十二分なもので，説明等を含めて，

決して高いものではなかったと思うのである。

スタートからフィニッシュまで，レースそのものは，

正直いって，ちっとも面白くない。苦捕でさえある。

しかし、この43日間をひたすら走ってきて思うことは，

へ

一

(22）
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ホンの数日間のように感じることだ。

組織だった行動は三つのタイプで成り立つと聞く。

一つは,推進力となって引っぱっていくタイプ,そして，

個性が強く，発想が豊かで独創力のあるタイプ，もう

一つは，きわめて妥協性・協調性に富んでいるタイプ。

それぞれのタイプがいかにうまく組み合わさって回転

していくか。

向分が成功しようと思うな，自分が成功するのでは

なくて，グループ全員の“力'，によって｡…･･，要はみ

んなの中に,「よし，あいつに勝たせよう，無事に神戸

へ符かせよう」という気持，それからが『|然にわき上

がって，全員が結集していく。それには，僕自身，み

んなの“力”で成功させてもらうんだ，この気持が自

然ににじみでて，以心伝心でみんなの気持が一つにな

る。チーム「波」はボランティアのグループである。

いわゆる期待をすればダメなんだ，すべて，個人のゆ

るす範囲での活動で,目的は一つ,ヨット<太陽>が太平

洋を無事神戸へ帰り着き，勝利を得ることのみ……〃

成功（勝利）の中には常に裏方がつきもの。その裏

方の“力”が，いわゆる成功（勝利）だったのだ。

「レースは最善尽さなあかん。けどスタートするまで

の積み重ねこそが本当の最善やと思う｣。

準備に1年半，あえて評価をすれば99.5%｡

レースに43日，あえて評価をすれば,99.0%,フイ

ニッシュ間|際に手を抜いたのが，1％

43日1511f間11分48秒で無事トップでフイニッシュし

たのである。

すべての準備とレースそのものが，今終った。つら

かったこと，かなしかったこと，苦しかったこと，す

べてこの瞬間,100パーセントの喜びにかわったのであ

った。

「人生の縮図｣，実にうまい表現だ〃

すべてにありがとう･･･…一人一人の友人の顔を兇な

がら，そう心の中で叫んだ〃

「レースそのものを『山｣でたとえるなら，9合目か

ら頂上までがレース本器，ふもとから9合目までが準

備そのものだ｣。今僕は，その頂上から「山」を降りる

準備にかかっている。今，僕は何をしなければならな

いか，何が出来るのか……を考えながら。

<RAYKENWOOD>

岡 本頼治

6月711,1111f33分(GMT,18時33分),50分遅れ

のスタート｡2ボン,No2ジブでゴールデンゲートの

下を一人でタックをくりかえす。すでに沖の方に小さ

くヨットが群がっている｡ゲートを出てすぐにく南流斗>，

〈ハーフムーンベイ〉,〈タカラブネ〉をとらえる。風が

落ちたので，フルメイン，リーチャーにチェンジするc

風速20～10kt,艇速7.2～5.5kt,クローズドホールド

ゴース270度。

6月7H,12時33分，コース190｡,風速20kt,艇速

6.32kt,スターボ・クロースリーチ，気温20度。船は

快適に滑っている。少し寒い。ゴールデンケートを出

て3時間く，らいで先行艇群は見えなくなった。他の艇

はめいっぱい上っていた様子。我が艇は，一器風下

に近いポジションにいる。遅れてスタートしたので，

(23）

とりあえず趾離をかせぐために，十分なスピードで，

ずっと風下へ下げて走った。

6月11日，こまめに七一ルトリムとウインドベーン

のトリムをしてやると，すぐに艇速が0.3～0.5ktは速

くなる。しかし，外へ出ているのはあまり面白くも･な

いので，つい，キャビンから首だけ出して，ウインド

ベーンを少し角度を変えて風に合わせるだけですまし

てしまう。それでも大分違う。

しかし，渡る時は十分湛たいので，何か|､ラブルで

も起こって月がさめないかぎり，夜は6～8時間はか

ためて湛ている｡特に太洋上に障害物もないし,もし船

などに当たるとしても，わずかな確率であるし，たと

え2時間毎にウォッチをしても，水平線上に見える距

離は，たかだか10マイルぐらいである，だから,10ノ
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ツト以上で走っている船だと1時間以内に近づいて来

ることになるので,30分ごとぐらいのウォッチでない

と，本船との衝突は避けられないことになる。だから，

2時間ごとのウォッチは，もちろんしないよりず､つと

効果的だが，完全に避けられるわけではない。ウォッ

チしていても運の悪い時は，少し休んでいる間に当た

ってしまうだろう。それよりも．島に近い時とか，日

本に近づいた時に，あまり眠らずにウォッチ出来るよ

う，十分に体力に余ゆうを持った方が事故を防ぐ意味

でも効果的だろう。

なまけ者はそれなりの理由を考えて，常のウォ･ヅチ

を完全にさぼってしまった。しかし，このコースは，

本船航路がぱとんと、ないので，実際にもほとんど船と

会うことはなかった。スタートした翌日に漁船に会っ

たのと，ハワイ近海で貨物船に一隻会っただけ。小笠

原近海で漁船に会うまでの間は，まったく船影すら見

られなかった。むしろ巨大な浮遊物なと’とか，くじら

にでも衝突する可能性の方が高い感じだ。

しかし,[1本近海は気をゆるせない。-l-分なウォッ

チが必要と思われる。

このところ毎I1,おいしいステーキを食べている。

スタート時に，上等のヒレ肉を4ポンド積み込んで，

ドライアイスで冷凍してある。非常に美味だ。日が落

ちて涼しくなると，月明りか，または星空をながめな

がらステレオを聞く。そして，ゆっくりステーキを焼

いて食べる。これは最高だ。これもハワイまでだった。

結局ステーキは4日間食べた。あと残った肉は，圧力

鍋で火を通して味付けしておいたので，一週間ぐらい

はうまく食べられた。

6月l1日，北緯31度ぐらい，風が非常にさわやかだ。

ところが準備不十分で，ハワイとか，小笠原とかの小

さなチャートを買うのを忘れた。なんと北太平洋のチ

ャート－－枚でI几1国沖まで走らなければならない。これ

で，自分のコースが自然と決まってしまった。南回り

なら，ハワイの手前から大圏コースをとって，ミッド

ウェーの危険な島々を避けるか，ハワイより南を回る

か，それともlli¥礁の比較的少ない，ハワイ諸島の一番

広い，海峡を通るしかない。

前者は，すでにく太陽〉がひそかにねらっているよ

うなので面白くないし，今からではく太陽〉より不利

になるので，のんびり走って，しかも優勝を十分ねら

えるのは，後者のハワイ諸島の広い海峡をぬけるのが

一番と考えられる。そして，オーソドックスなコース

を走る。これなら日本近海での風の具合によって，十

分にチャンスもある。ただし，距離は一番長くなるの

で風が悪ければもちろん負けるが，確率的には，パイ

ロット・チャートで児ても悪くないポジションに入れ

そうだ。

<天測〉

これは，日本で十分練習するつもりでいたが，他の

(24）

迅

誰悪心

＃

めざすは神戸だ.／岡本選手

準備に追われ，結局何も出来ないままサンフランシス

コに肴いた。六分儀と，舵社の「天文航法」と，天測

計算表は，スタートしてから読みながらやるつもりで

持って来ていた。シスコに着いて最初の一週間船が

通関のため下ろせなかったので，その間に十分練習出

来た。特に現地で，ジョー・ノールス氏がよく教えて

くれたので，現地で練習した。

800マイル帆走の資格のための，シングルハンド航海

のH､fには，一応，天測出来るようになったが，この時

は，悪天候のためほとんど太陽が見えず，一日しか実

測出来なかった。そのため，完全に自信を持つまでに

は至らなかった。これで天測とか，ポジションを出す

ことに対する不安はまったくなくなった。後は本番で

もっとまじめに，正確にやればよいだけだった。

〈トラブル〉

①ブームが落ちた。

6月14日，メインのブームに目をやると，グースネ

ックが落ちかけているではないか。金具にかかる力が

大きすぎるのか，金具が開いてしまって通してあるピ

ンの長さが不足して，ワリピンがつぶれ，ピンがはず

れてしまっている。やむなく大事に至らないうちに，

ゆっくりメインを下ろす。

修理方法を考えることにする。しかし，ヘビージェ

ノアだけで6.2～6.5kt走っている。

久々に船内をそうじして，グースネックを修理する

へ

へ
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ための応急金具をさがす。いろいろなボルトとかピン

を出してみるが，サイズと強度的にピッタリのものは

少ない。ようやく一本だけ積んでいた12ミリのUボル

トを発兄し，その片方を切ると，ちょうど合うことを

発見，根気よく金ノコでUボルトを切断した。

その間約30昨間，メインセールなしで走ることとな

った。大分MIi雛のロスをした。しかしその応急部,111,,

もとのものよりずっとがん丈に兇える。取り付けが終

ったのち，メインセールをまず3ボンからkげて様子

を兇たが，まったく問題なさそうなので，フルメイン

にもどした。

②スピンが破れた。

ハワイまではあまりスピンを必要としないと思って

いたが，意外にも，ジブのスライダーが急速にすりへ

っており，リーチャーが特にひどいので,1_1本近海で

も必要だと思い，出来るだけリーチャーをいためない

ように，これからスピンを多用することにし，1．5オン

ス・トライラジアルを_kげた。(6月18R)

むしろジブの観音開きより扱いやすい。しかもスピ

ードも出る。

ところが，このスピン・ツインポールで，約48Hf間

上げっぱなしにしていたところ，3日'三|の朝，ついに

ズタズタに破れていた。よく寝ていたためか，まった

く気づかず，少し船が静かになったような感じで，出

てみると，スピンの風上のクルーがズタズタになり，

アフターガイとともにちぎれてなくなっている。他に

フォアガイもちぎれ，さらに，ポールとマストに同定

する部分が折損してしまって，ツインポールはこれっ

きりになってしまった。これを修理し補強するのに12

日間かかってしまった。もちろん，スピンを上げなく

ても非常によい風だったのだが……。たぶんスピント

ラブルで，また不快な思いをしただろう。

ガイにシャックルを付けるところと，ガイがスピン

ポールに当たるところは，破れたセールクロスでがっ

ちり補強し，ガイも日本で買ったものよりずっと太い

％インチのものにした。

スピンポールの金具のもう一つがこわれた時は，ジ

ョッキーポールの一部を切ってつないだら，マストに

セット出来ることが分かったので，それまでは，とり

あえずワンポールでいく。

これでも船は十分よく走る。ただ，時々スピンがつ

ぶれて，激しくシバーする。この負荷がガイを切断し，

スピンをちぎったのだろう。シングルハンドの場合，

私はもちろん渡ている間もスピンを上げっぱなしで，

つぶれても放ってある。だから，ガイなどは，かなり

普通のヨットより補強しておかないと，もたないこと

が分かった。

もちろんハリヤードについても同じで，長い時には

一枚のスピンで10日以_上上げっぱなしだったので，ハ

リヤードの方も，古いものを抜いて，補強した太いロ

ープ。と入れかえてしまった。これで安心してスピンを

(25）

上げることが出来た。以後まったくちぎれることはな

かった。ただ時々点検して，すりへったところは補強

を行なっていた。

〈スピントラフル〉

スピンがつぶれた時に．フォアステイにからみつき，

もどらなくなることが4～51111起こった。これは，あ

せって無理やりに処理するより，ロングレースだから

ゆっくり元へもどるのを待つのがまず一番のようだ。

スピンネットの代わりにステイスルを上げてみたが，

同じようにステイスルごと巻きつき，一I静複雑なトラ

ブルとなってしまった。

5回のこのトラブルのうち,3II'1まではそのまま30

分から2時間のうちに元にもと・った。もっとひと÷い時

でも，マストへ登ることはなかった。ハリヤードをゆ

るめて，しばらく見ていると，必ず少しゆるむ時があ

るので，その時に少しずつ下ろしてやると，必ず下ま

で下ろすことが出来た。どうしても下りなければ,別の

スピンを上げて，ベタなぎの日まで待って登るか，日

本までそのまま帰るつもりでいた。出来るだけマスト

には登りたくなかった。というより，必要性を感じな

かった。

6月29日，午前1II*30分，水が余っているので，釜

あげうと、んを汗だくになって作り，これまた，汗まみ

れになって食べていたら，船が異様な走り方をするの

で，出てみると，何と，スピンがフォアステーにがん

じがらめ，何重にも巻き付いているではないか。今夜

は風も波もあまり悪くないので安心して釜あげうどん

に取りかかっていたのに。

その直後なのだ。と・うにもならないから5分ぐらい

トライしてみて,だめだったので,そのままにして，残

りのうどんを食って，お茶をのんでから，ゆっくり考

えてみた。そのうち，うまく波の方向にローリングの

タイミングを合わせることが出来たのか，上部が2～

3回元に回転してばと．けはじめた。ローリングに合わ

せてラフ側を引いてやると，この時は以外と簡単に元

にもどってしまった。

6月30日，日付変更線通過。3100マイル。この数日

風が弱くなるとウインドベーンの働きが悪くなり，ス

ピードロスが大きい。ウインドベーンのトリムはいま

だに試行錯誤の連続で，ベストなトリムは見つからな

い。

7月1日，風速9kt,スピード5.5kt,コース23.5度

でよく走っている。今日のロールゴールでく太陽〉に

1度30分ぐらい追いつき,<テイダ〉に2度の差をつけ

ている。今夜はウインドベーンもベスト・トリムで走

り，さらに南の強い風をひろって，あさってのロール

コールでぐんと差をつけよう。

今夜のディナーは豚肉のしょうが焼き，マグロフレ

ーク，野菜ミックス，ワカメ酢の物，つけもの，とや

やデラックスに．…･･･毎日のメニューに苦労する。夜
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微風の中，三枚張りの帆走

は久しぶりに快適な風なので,NSBの医療講座を聞き

ながらチーズケーキを作ってみた。牛乳の代わりに，

ドライミルクとクリープのミックスしたものを使用し

た。うまく出来た。もっとすずしい夜があったらパン

を焼いてみよう。今のところ枠〈てとてもパンを焼く

気にはなれない。

久しぶりにトランプをやってみたら，艇のゆれで，

カードがメチャクチャになってだめだ。

WX'｣､雨，くもり，晴れ(II本)。奄美大島ではつゆ

明けのようだ。あまりよくない傾向だ。小笠原高気圧

が日ましに強くなっていることが分かる。これではフ

イニッシュ前につゆ明けになり，大変なことになる。

結局，予想外に,早く梅雨明けになり，小笠原に中心

をおく商気1福がとつかり座り込んでしまって，どのコ

ースをアプローチしても悪戦苦|州することが確実にな

ってしまった。

台湾に台風があったが，近くを通る可能性も少なか

った。ただ大きなうねりだけ送り込んで，その分，船

の走りは悪くなってしまった。

コースは，ハワイから烏島までは北緯22度から33度

30分の間を走っていたが,1_1付変更線までの風が弱く

苦戦した｡南からうねりの大きいのが入り始めたので，

北緯21度30分まで南下して風を拾いに行った。これが

大成功で，素暗しい風にありつけ，北-tを始めるまで

の約5日間ぐらいで大きく即離をかせぐことが出来た。

この5日間でくテイダ〉には200マイル近く差をつけ

ることが出来，〈太陽〉にも追いついた。経度kでは一

Ⅱ､卜，〈太陽〉より1度30分前に出ることが出来たが，風

をつかまえるのがあと5Ⅱ程遅すぎたのと，小笠原に

I閉気圧が早々 と出現したのがﾎ11乗的に悪く働いて，後

､卜に苦戦した。結果的には，ハワイ以後はもっと南ド

して21度ぐらいを走るともう少しよい風があったよう

に思う。

〈フイニシュ>（7月22日),TST22日23時ゴールタ

イム11時

室戸岬の灯が，ガスの中ににじんで見える。何度も

灯火の間隔を計ってみたが間違いない。しかし予想外

に速い黒潮のせいだ。まだまだ4，5時間は眠らない

と灯台は見えない予定なのに，船の速度は,3.5ktぐら

いだから，黒潮も4ktは流れている計算になる。うれ

しい誤算だ。ADFで計っても，やはり現在位置ぐらい

だと室戸の南東20～30マイルのとこになる。

しばらく走ると，本船の明りも左前方に見えだした。

潮'1に入ったのか，海面が急に波立ってきた。しかし，

風は弱い｡ADFで位置をl11,すと，室戸と潮ノ岬をむす

ぶ線の内側に入っている。これで黒潮の本流を乗り切

ったらしい。一安心。

波もなくなり，潮Hを過ぎてしまったところで，無

風となった。船が完全に止まったので，キャビンに入

って一眠りする｡･･･…ふと気が付くと，波の音がする。

外へ出ると，なんと，船は反対方向のサンフランシス

コへ向かってスハスハ走っている。急いでコースを修

正，位置を出す。6～7マイルあともどりした模様。

この微風の6～7マイルは大きい。

7H23日，ガスの中をわずかな風をひろって少しず

つ前進する。やがて伊島が|]の前にぼんやり姿を兇せた。

7月23日正午，まだ伊島をクリアー出来ずに島の周

りをウロウロしている。風がないので潮に押されてあ

ともどりしたのだ。昼すぎ，一隻のヨットが近づいて

きた。徳島のくビッグパル〉だ。「お帰りなさい,ご苦労

さん｣。スタート以来初めて聞いた人間の声だった。

7H23u22時，まだ友ケ島水道の手前で本船にとり

|川まれて停止していた。無風。時々わずかな風が吹<

のをひろって,0.5～0.7ktの速度でじりじり進む。

水道の手前1マイルぐらいのところで急に強い吹き

出しが前からあり，そのままスルスルと友ケ島水道を抜

けてしまった。しかし，巨大なタンカーや貨物船の間をす

り抜けるようにして走る。このレースで一番緊張した。

水道の途中からヨット<熊野>が伴走してくれた。30

分ぐらい走ってから，タック，フィニッシュポイントの明

りが兇えるところまで来て，もう一度タックする｡開の中

から何隻かのヨットやモーターボートが近づいて声を

かけてくれる。取材艇も来てフラッシュをたく。

フイニッシュラインのマークが目の前に見える。マ

ークぎりぎりをねらって，クローズホールドで走った。

眠さも疲れもまったく感じなかった。

(26）
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<タサキパール・
オブ・ティ ダ〉

岡 田豪三

とバルクヘ.ソドの間が5ミリほど浮いているではない

か。これも5センチの細長いタッピングビスを4本ね

じ込んで急場をしのぐ，軋み音はやわらいだようだが，

音は止まらなかった。気にしないでセーリングするよ

う心掛けよう。

気圧が1020ミリバールと下がってきた。太平洋高気

圧の南端に来たのであろうか。現在北東の風,風力5，

2ポイントリーフで観音開き。コンパスコース260度，

平均スピード6ノットで快走中。天気はくもり時々晴

れ。

471]間の航海中くタサキパール・オブ・テイダ〉号

のトラブルといえば，この日のマストとバルクヘッド

の軋み，それとフィニッシュ直前を迎えた室戸岬沖で

のウインドベーンの故障ぐらいだった。シケの室戸沖

でのウインドベーンが効かなくなった時は，さすがに

不安はかくせなかった。しかし，ライフハーネスを付

けて調べてみると，空中ベーンと水中ベーンを繋ぐ接

点のワッシャーが擦り減ったためと分かる。シャック

ルを代用して解決する。

〈ディダ〉号はこのレースのスタート時点で，1年

7カ月しか経っていない，どちらかといえば新艇であ

る。しかし,昨年はわずか1年たらずに東京→沖縄→香

スタートから6日目にトレードウインドに突入

10日目にはマストカド軋む

日本時間6月8日午前2時（サンフランシスコ時間

7日10時)<タサキパール・オブ・テイダ〉号は気負い

もなくサンフランシスコ湾をスタート。ゴールデンケ

ートも西風10メートルをついて,予定より』11-くクリア。

気分的には商ぶりもなくスムーズな滑り1''11しであった。

●6月17日（|｣本時間以後同じ）第9UR(北緯27度

22分，西経145度04分）

この航海日誌はこう書かれている。

きょうで10日目を迎える。約1000マイル走破したか

ら全航程の5分の1くらいか。きょうは色々なことが

起こる日だ。マストがみしみしいうので調べてみると，

キャビンの中で繋いであるリベットが3箇所バカにな

っている。放っておくとディスマストになりかねない。

他のことは放り投げて，サンフランシスコで入手した

バンディングツールで3箇所締めつける。軋みはなん

とか止まる。憤れない仕事なので2時間もかかってし

まう。

マストが直ったと思ったら，こんと．はスターボード

側のバルクベッドの軋みが激しくなる。ハル（船底）

一

今

rP

､鱗‘’曇
専蕊Ｇ

畢

蕨P

47Rぶりの喜びの入港4位の表彰を受けた岡田選手

(27）
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港→マニラ（チャイナシーレース)→沖縄→東京（沖縄

東京レース）→ハワイ（パンナムクリッパーカップレ

ース）→グァム→沖縄と走り続け，合計2万マイルの

航跡を残してきた。ヨットマンのベテランは，太平洋

を一度横断すると，6年分以_上のレースを経験した分

のダメージが艇に起こると言う。〈テイダ〉号はまさし

く中古艇になってしまったのだ。

そんなくティダ>号を一人乗りに改造して，このレー

スに参加｡最短距離4500マイル,低気圧の通過道ともな

る北回りコースはそれこそ冒険に思われた。私は踊蹄

なく,1000マイルは長くなるが，暖かで，後ろから吹

〈トレードウインドの南回りコースを選んだ。私の選

択は間違っていないと思う。新艇での挑戦ならば北回

りも狙ってみたかったのだが－。

それにしても，北回りコースをとり，〈ティダ>号に

3日遅れと頑張った18歳の東山洋一君には敬意を表し

たい。これからのヨット界をしよって立つ人物になる

だろう。

スタート後,南西にコースをとり,強い太平洋高気圧

から吹き出す西風から，北西，北，北東，東風と変わ

る風をつかみ，予定通りの快走を続ける。6日目にし

て北東貿易風帯に入る。10日目には早くもスコール雲

が現われ始める。Tシャツと短パンの快適なクルージ

ングが始まった。

マストの軋みが起こった時はまだ10日目,5分の1

しか来ていない。今後が思いやられると思った｡が,最

新鋭の大型艇く太陽〉やくレイ〉にくっついて行ける

ので気を取り直す。なんとか満足できる状態だ。
色々なことを考えた。

●6月19日，第12日目(北緯28度00分,西経150度48分）

私にとってシングルハンドヨットレースはどんな意

義があるのか。この日の簡単な決論が出た。シングル

ハンドでヨットに乗ることは，私には向いていないし，

そんな楽しいもんじゃない。自然との融合とか，よく

言われているけれど，そんなに楽しいものではないと

いうことがよく分かった。しかし．意義は非常にある

と思う。その意義は，長いクルージングをするための

ノウ・ハウ，どんなことをしたらいいのか，どんなも

のを持っていったらいいのか，そんなことを勉強でき

たので一冊の本にまとめてみたいと考えたことだ。

太平洋を南回りで東から西へ横断する時，一人では

あまりにももったいないと思う。一人よりも家族で乗

り，エンジョイするのが本当のヨットライフじゃない

かと考え始めるようになった。

このシングルハンドレースに参加しなければ，この

ようなことを思いつかなかったかもしれない。レース

でなければ，うまい手作りの料理をゆっくり味わい，

セールを小さくしてのんびり走って行くのに，そして

話相手がいれば最高だなって考えたりしたものだ。

ポジションレポートを送るロールコールの時間にな

るとそうはいかない。ライバルの位置を聞き出し，海

(28）

図にプロットする｡血が沸き,頭が一段と冴えてくる時

間だ。セールのパワーは十分か，スピードは申し分な

いかなど細かく注意を払う時でもある。だが，2時間

も経過すると，レースをしている感覚は薄らぎ,相手と

の闘いではなく，自分との闘いに変わってしまうのだc

楽をしたければいくらでも楽ができる。しかし，柑手

に勝とうとする意欲と，現在最善を尽くす努力が頭の

中を支配する。

狐独なこのレースは，いかに自分をコントロールす

るかにかかっているのだ。

どこで死んでもおかしくないと教えられた

くかざぐるま〉の遭難

●6月21日，第14BH(北緯26度38分,西経156度25分）

〈ティダ〉号は毎朝7時に東京，沖縄との定時交信
？’Jv*凸｡_

をしている。東京のネットは漆畑衛氏にお願いした(女

房の実家に毎日連絡してもらうため)｡沖縄はオーナー
ルシら

である伊志嶺亮氏にポジョンを伝えるためである。

この日は，いつものように漆畑，伊志嶺先生との三

角ネットワークで，とりとめもない通信を交していた。

交信も終りに近くなった7時40分ごろ,NORC理事の

清水栄太郎氏からブレイクがかかる。「<かざぐるま>が

浸水激し<，アメリカへ引き返しているので，21．433

（アマチュア無線）で毎時00分にワッチしてほしい」
とのことだった。

さっそく交信を打ち切りくかざぐるま〉の加藤忠志

と交信する。この時の交信では,今すぐに艇があぶない

といった緊張感は伝わってこない。アメリカに引き返

せると彼は思ったのではないか。次の8時にワッチす

ることを約束し，いったん中断する。

わずか20分後の8時の交信では，事態は急変してい

た。21.433の周波数は，日本,ハワイ，アメリカ本土の

環太平洋上の陸上局，それに太平洋上に浮かぶ本船す

べてがワッチ体制に入り，〈かざく’るま〉の救助体制に

入った。

交信によると，浸水が激しく，海水をくみ出しても

減らず，増える一方だ。これ以上帆走は難しい。コー

ストガードに救助を依頼してほしい。と悲痛とも思え

る声が返ってきた。日本時間8時といえば，現地時間

ですでに真昼を過ぎ，午後1時を過ぎている時間だ。

本船が無線をとり継ぎ，コーストガードに救助要請

をする。15分とかからない素早さであった。あとはゴ

ーストガードの飛行機がくかざぐるま〉を発見してく

れるのを待つだけとなった。しかし，日没までには4

時間ぐらいしか余裕がない。この時，私の頭の中には

絶望という二字しか浮かんでこなかった。助かってほ

しい。しかし助かることは奇跡に近いことだった。

先ほどの12時のロールコールでは，〈かざぐるま〉は

あと12時間は浮いていることができるだろう。自分の

ライフラフトは開いたものの風にあおられて使用不能

二
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になり，コーストガードの救助機の到来を侍っている

ということ。もうすでにチャートテーブルまで水が来

ており，非常に危険な状態です。あと2時間で日没で

す。あと2時間のうちに飛行機が来て発兇されないと

非常に心配です。

I1没1時間前，突然無線機からくかざぐるま〉の加

藤氏の声が入ってきた。

〈かざぐるま〉－ジョージさん聞こえますか，こち

らくかざぐるま〉です｡(ジョージさんとは，このレー

スの無線ネットワークをハワイで行なっている二世の

人です）本船一くかざぐるま〉どうぞ｡(この時本船

が無線を傍受する）

〈かざぐるま〉－どなたかわかりませんが，いまゴ

ーストガードの飛行機が上を飛びました。見つけてく

れました。2回ほど旋回してくれました。

本船一了解しました。了解しました。頑張って下さ

い。ジョージさんに伝えます。

このように日没1時間前，奇跡的にもコーストガー

ド機により発見され，ライフラフトが投下され，付近

航行の日本の貨物船に倣助された。艇は，加藤さんが

貨物船に引きあげられてから2時間後に沈没し，コー

ストガードが確認したということで､ある。

一|{､は絶望という字が大きく，重く，みんなの_lzにの

しかかった。しかし，奇跡的に助かった｡死なないで本

当によかったと思う。つくづく，長期間に渡る外洋レ

ースでは，参加者全員がいつ死に至ってもおかしくな

く，そんな危険を含んでいることを,身にしみて感じと

ることができた。それもすべて操る仙lの責任であろう〔

この事件は，改めてヨットの危険性と安全性を認識

させてくれた事件と言ってもいいだろう。このレース

に参力llした人達はいつ死んでもおかしくない危険性を

秘めており，反対に無事11本にフイニッシュする義務

を負っているのである。ここでのi昌体はヨット自身で

もなく，荒れくるった海象で､もなく，ヨットに乗るた

った一人の艇長だということである。ここで加藤さん

がもし死んでいたら，やはり力||藤さん自身が悪いとい

うことだ。それだけヨットレースは厳しいものであり，

それだけの覚悟を持ってレースに挑むべきだろう。

私はヨットに乗るたびに，ヨットの安全性を知って

きた。ヨットでの死は，ヨットにかかわる人間の不注

意でしかない，と思う気持が増々強くなってきた。

ただ走らせるだけでなく，もう一つの楽しみがほしか

ったので，ライフルを持っていく

●7H131~1,第35日目(北緯25度00分,東経150度59分）

ハワイのカウアイ島の北を通過した北緯25度線上で､，

太平洋無風帯は正体を見せはじめ，南烏島を通過直後，

バケの皮を剥がしてきた。風は吹いたりやんだりを繰

し返しながら，徐々になくなり，突然無風となってし

まう。風が凪いで，ベロンゴになり，セールがパタン

(29）

俺はたった一人で闘った

ゴ，パタン。いい始めると，「これはレースなんだ。お

楽しみにロングクルージングをやっているんじゃない

ぞ｣，と胸の奥の方から叫び声が聞こえはじめる。

熊燥と疲労と風のない不運などが，すべてゴチャま

ぜになって自分自身を責めたててくるのだ。

そんなとき，俺はライフルを海に撃ち込んだ｡AR-7

エクスフ･ロァーという，組み立て式の。･ンパクトな22

口径のライフル銃である。

サンフランシスコまで，ハワイからくティダ>号のサ

ポートに来てくれたマサ・カマッカが差し入れてくれ

たものだ｡｢岡田，これ持っていけよ。太平洋上はぶつ

そうだから,船に近づこうとする奴がいたらこれでぶ

つ7'&ぱすといい」そう言って手渡された。彼は，今ハ

ワイでカツオを取る漁師をしている。

弾丸は500発。1日10発ずつ撃ち込んで，使い果た

すまでにゴールに着けるだろうと気楽にかまえていた。

しかし，気象条件はそれを許してくれなかった。天候

の安定した穏やかな日にしかライフルは撃てない。そ

れにしても受け取った当初は,1Iに何度かライフルに

手を伸ばしては弾丸を飛ばした。穏やかな海に,Iflb'

泡の矢を残して突き刺さる銃弾を兄るたびに，清涼飲

料のシュワッとした泡を.1J,い,!llして爽快だった。とき

おり出現する標流物を兄つけてはライフルを構えて撃

った。

スタートからハワイまでのそれは手応え十分な，風

を帆いつぱいに受けての，心楽しいケームとなったo

だが，太平洋無風帯に近づいてからのライフルは，
はっきりと意味が違ったものになっていった。レース

旗となったバックステーの鯉のぼりが，白い腹を大空

に向けて，力なく上ラヒラするころには，遣り場のな

い俺の怒りの発散道具に変わったのだ。

照準をのぞき込みながら，俺はきっと銃口の前方に，
そ,.,3ムツ

あきらかに｢敵｣を見ていた。自分自身の焦燥感を薬莱

に込めて，標的はくテイダ〉号に先行するく太陽〉の

今田福成であり，〈レイ〉の岡本頼治であった。

こちらはセコハンのスリークォータートン，相手は

最新鋭のワントンだ。それがハンディキャップなしに

同じレースに出場している。レース前は-|,分に閾かえ

ると思ったのに，この時，そんな余裕はまるでなかっ

た。
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れるはずだ。

僕が，風が停止して死んでしまった海に撃ち込んだ

数百発の銃弾は，そのすべてがはねかえって，僕自身

を貫通してしまったようだ。

●7月18日，第40IIII(北緯26度18分,東経142度53分）

午後の天測の結果，小笠原諸島，母島の東60マイル

と出た。デッキに出て前を眺めてみる。

見えた。母島が兇えたぞ。意外に近いな，天測の位

置より母島に近いではないか。サンフランシスコをス

タートしてから40IIIIに初めて陸（島）を兇た。H本

のテリトリーに入った気がして嬉しくなった。

夜2111f30分に，叶島の北端，乾111冊を通過。ここから

あと800マイル(1280キロ）でゴール。辨通で行けば

5，6日で到椅だが，相変わらずの弱い気まぐれの風

のため，1週間はかかりそう。こうして母島を間近に見

ると，感激もまた一牌強くなってくる。

海抜425メー|､ルの母島は，初めて兇たけれど，結へ
椛高〈，でこぽこしてノゴギリのようになっていた。

日本が兇えたからか，気持が随分と楽になってきた。

やっぱり，楽になると，人間の頭はいろんな方向に

働くようだ。昼過ぎにフシと幻のように「ホットケ

ーキ」が閃いた。ローリングとピッチングの結構激し

いなか，揺れるキャビンでとにかく料理する決意がつ

いた。

航海中初の手料理は，そんなことでホットケーキと

決定した。粉を溝いてフライパンを熱し，油をひいた

－と.1dj,ったら，これが何と洗剤だ=)た。えいつ，つ

いでだ，洗つちまえ－とばかりに，フライパンをき

れいに洗って．バターを溶かしてなんとか作ったけれ

ど､どうも城を間違えたらしく，フリスビーみたいに

大きいホットケーキが2枚できあがってしまい，これ

も一枚をやっと食べきって挫折。

●7月22日,"45[1I=I(北緯30度00分,東経136度28分）

小笠原を越えると，それまでの貿易風コースの北緯

25度ラインから，一路紀南水道めがけて北北西に進
へ

路をとる｡天測の位置が正確ならば,そのままフィニッ

シュラインの淡路島に突き刺さる計算だ。風はなぜか

北から北西に変わり強さを増してきた。この調子だと，

25日にはゴールできる。

〈太陽〉は昨I121日，午前11時11分48秒,1着でフ

ィニッシュした。まあ，おめでとう。勝つべくして勝

つ船が勝ったわけだ。まあ，仕方がないというところ

か。〈レイ〉が潮IIIWと室戸岬を結ぶ中間にいるみたいだ。

これは明Ⅱの昼にはフイニッシュするだろう。〈シャル

レー〉も潮岬の近くというから，これも一両日中に。

我がくテイダ>は，明後日にはなんとか……というとこ

ろだ。

47日8時間24分58秒のドラマは終り，レース中に女
唯か

房のお腹にいた赤ちゃんも，9月20Ⅱに無事女児出産。

風に悩まされた太平洋シングルハンドレースの記念と
かさみ

いうわけではないが,「風美」と付けた。

蕊患一

凪の中であせりと疲労が交錯する

〈先行のヨットが無風帯に突入しろ〉

〈奇跡の風よ’吹きまくれ.'〉

そんな呪文をとなえては，引き金を引いた。

そして，実際の標的は標流物ではなく，中空に向け

て，雲や，青い空や，一琳艇の位置148度．…･･であっ

たりした。

キャビンでカップヌードルの昼食をとっている時に，

養えた帆や垂れ下がった鯉のぼりをみて，大声でわめ

きながらデッキに飛び出し,AR-7の引き金を引いたこ

ともある

71113日,14日，そしてスタートから38日F1の1511

夜が明けても風は吹かなかった。

もう今年はヨットに乗るまいと思ってゴールしたもの

の，－カ月もしないのにヨットレースに明けくれる。

小学校5年生のとき初めてヨットに乗ってから24年，

正式に始めた大学時代から数えて16年。ヨットをやっ

てきて，俺はほんとうに嬉しいと思った｡24年もヨッ

トに乗ってきて初めての体験ですらあった。

海がある。風が吹〈。そして，俺がヨシ|､に乗って

いる。そのことがとても素晴しく，とても素敵なこと

に思えてならなかった。

風の一つ一つに自分の全身でII乎応して，それをヨッ

トに伝えてやる。風とヨットの間で，自分の存在はた

だの「伝導体」にもなり，逆にそのことで，風も，ヨ

ットも，この巨大な自然も，自分も，自分の体内で合

致したような雄大な気分に浸っていた。

「ヨットマンは，豊かでなければいけない｣，と俺は激

しく思った，身体を解き放って，心を拡げて，やっぱ

り，大いなる海に抱かれていなくてはいけない。時に

は狂い，地獄の様相を呈する我らの海を，自分はやは

りこよなく愛していこう。人間の尊大さや傲慢さの後

で，せめ合うことではないのだ。

レースは，我々のゲームではないか。ゲームだから

こそ，人間は熱くなれる。ゲームだからこそ，人間は

すべてを賭けるのだ。ケームの参加者は，すべてを投

げうって賭けられる豊かさが必要だ。

遊ぶ心も，余裕のある精神も，豊かさから生み出さ
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<スピリット・オブ・
ハーフムーンベイ〉

畠中正人

微肌と向かい潮に半II悩まされながら，やっとフイ

ニッシュラインの玄関1I友ケ島水道の前に差しかかっ

たll､f,向こうからパワーボートが近づいてくるのが見

えました。乗っているのは，あの優しい笑顔のレイ・

ファーノウ夫妻と私のヨット仲間，それに西村ｲﾔなど

でした。すでにもう，レイの奥さんのデイなどは，､ド

ベソをかいて，さかんに私の名前を呼んでいるところ
才,,か

でした。陸には私の家族や友だちなど，大勢が待って

いるとのこと，ほんとうにすばらしいﾌｨﾆｯｼｭで

した。前の晩，リンダとミートしたのを含めて5IIM

ほとんど沿岸航法のため眠っていなかった疲れも，い

っぺんに1次きとんでしまいました。この時ほと,レース

に参加することができてよかったと思ったことはあり

ません。

昨年11月，北海道の小樽より横浜へ回航し，レース

のための準備をしました。整備，計測，安全検査ペ

イント，それと食縄，水，酒等の積み込みなどに，大

勢の友人やグループの協力を得ることができました。

しかし，今，このレースに参加できたことで一瀞感謝

したいのは，なんといっても，あの’ハーフムーンベ

イのレイ・ファーノウたちなのです。今l'i1,私はサン

フランシスコで船名を,〈スピリット・オブ・ハーフム

ーンベイ〉とかえました。この改名についてこのあと

お話ししたいと思います。

横浜からロスアンゼルスまでの回航は，非常に順調

で，約40日間でキングハーバーに入港しました。そこ

から，レース参加のためサンフランシスコに回航の途

中，私は大きなアクシデントを起こしてしまいました。

オンザロックです。午前1li､f30分ごろのことでした。

場所は，ビジョンポイントという，サンフランシスコ

から20～30マイル南のちょっとした出っばりのところ

です。船はボ､トムからの浸水が激しく，バケツでかい

出しても入ってくる海水のほうがずっと多く，明け方

までがんばったのですが，沈没寸前というところまで

いきました。そこでやむなく，最後の手段として陸へ

乗り上げようとした時です。事故発生以来，ずっとフ

レアーをあげ続けていたのですが，それを兇て倣肋に

来てくれたヨットがありました。あともう少しで陸に

乗り上げるという直前に，彼らのヨットは追いつきま

(31)

した。私はそのヨットに乗り移り，コーストガードに

無線で連絡してもらいました。ゴーストガードは，ヘ

リゴプターでポンプを投下し，また，ボートでトーイ

ングしてくれました。ゴーストガードは，穴をふさぐ
Fこん

こともできないし，一瞬でもポンプを止めたら沈没し

てしまうし，ハーフムーンベイの砂浜は静かなので，

そこへ乗りあげたらと’うかというので，私も承諾しま

した。

ハーフムーンベイに肯いたのは，午後2時か3時ご

ろだと,1Jいます。そこは，今までみていたロスアンゼ

ルスやモントレイのきれいな街やヨットハーバーと違

って，ちょっとさびれたような漁港でした。ヨットは，

自作途中のものが数墜ある程度でした。兇たところ家

もそんなにないし，かなり田舎の感じがしました。そ

の砂浜に乗り化げた直後に，テンダーをこいでやって

来たのが，レイ・ファーノウです。彼に事情を説明し

ましたが，返事もせず，かわりに私の船のボトムの形

などを聞き，もう少し引き'二げるべきだというのです。

そして，彼のジープで引き上げてくれました。

私と乗組幽の久保田ユリとは，昨夜からのビルジの

かい出しその他で，綿のように疲れており，また，着

紳えも符ているものも全部ぐしょぬれでした。そこで

彼に，コインランドリーがあったら教えてほしいと話

したところ，

「ここは田舎なので，コインランドリーはない。自分

の家の洗たく機を使いなさい」といってくれました。

陸に上がって少々歩くと，自分の家が一軒あるだけだ

から，すぐわかる。女房には話しておくから，自分で

行きなさいとのことでした。

そこでテンダ､一を借り，陸に上がって彼の家に行き

ました。彼は，ここで修理工場をやっているのです。

そのそばに彼の家があるというわけです。玄関の戸を

たたくと奥さんがでてきて，

「話は聞いているので，早く中に入りなさい」といっ

てくれました。とても優しそうな人だったので，つい

でにふろも貸してほしいと頼んだところ，

「もちろんどうぞ。きょうから自分の家だと思って自

由に使いなさい。洗たく機はここにありますよ」

というような調fでした。さっそく洗たく機を借り，
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ふろも使わせてもらってでてくると，

「きようから食事も一緒にしましょう。この家に寝な

さい」

と，とても親切にいってくれたのですが，とにかく初

対面だし，私は外国人なので，あまり気を許す気には

なっていませんでした。

外に出てみると，ハーフムーンベイ・ヨットクラブ

（そこのビーチがクラブハウスがわりという感じのヨ

ットクラブ）のメンバーだという人たちが，2，3人

心配そうに侍っていました。彼らにも事情を説明した

ところ，

「あしたはホリデーなので，自分たちもメンバーに声

をかけて，できることがあったら手伝いますよ」

といってくれました。

船を点検し，その夜からレイ・ファーノウ夫妻の家

にやっかいになりました。

翌朝，ハーフムーンベイ・ヨットクラブのメンバー

数人に手伝ってもらって，中のもの全部をレイの工場

の中に上げました。そして。レイと，彼の工場の従業

員などみんなで協力して，外からはエポキシパテで穴

をふさぎ，中からはポンプで水を抜いて，船を浮かば

せることに成功しました。点検してみると，大きな穴

が5，6カ所，小さな傷は無数にあるようです。それ

から，蝦も重大なラダーブレードはなくなっているし

ラダーシャフト，スクリューンャフトはあめのように

曲がっていました。ダメージの大きさにがくぜんとし
士iナー
ふいグー○

レイのところでは潮の都合で一週間後でないと上架

できないので，レースのスタートに間に合うように修

理するために，サンフランシスコのアラメダに回航す

ることにしました。正直なところ，初対面なのに親切

すぎるレイに，私はいいカモと思われているのではな

いかという疑いの気持を持っていたのです。

ミヨシカスタムのニールという人が．アラメダまで

引っぱってくれました。スベンソンヨットクラブとい

うところで上架してみると，ダメージは更に大きく，

バラストとハルの間にもクラックが入り，穴は小さい

ものも入れると21カ所ということがわかりました。と

ころが，アラメダには大きな修理工場がたくさんある

のですが，ちょうどシーズン中だし，他のレース参加

ボートの修理なとゞもしていて，とても手が足りず，間

に合いそうにないというのです。

そこで，レースゴミッテイーとジョー・ノールズに

事故の報告と，なんとかレースにスタートできるよう

にならないかと相談にいったのです｡(私はうかつにも

こういう事態になるまでコミッティーにも連絡してい

ませんでした）ジョー・ノールズもコミッティーも非

常に心配し，いろいろ奔走してくれましたが，なかな

か話は進みませんでした。そうこうし-くいるうち，ス

タートまで一週間しかなくなってしまいました。

もうこれでは，他の船と同時にスタートすることは

(32）

できまいとあきらめ，それならば電話するたびにいつ

も，何か困っていることがあるのではないか,自分に

手伝えることはないかといってくれた，あの’レイの

ところで修理しよう。じっくり||参理して，それから日

本に帰ればいいのだと考え，夜中に彼のところにﾎⅡ‘淡

にいきました。そして事情を説明し，レースをあきら

めたことなと．を話したところ，彼は顔色一つ変えずに

「いや，レースには間に合うよ。おれがあしたから行

って修理するよ。おれたち全員で行くよ。道具も人間

もトラックに積んで通うから大丈夫」

というのです。そして，

「31-1間で穴の修理をする。おれたちは漁船の修理を

やっていて，漁の都合上徹夜なんかいつでも……，仕

事は早いんだよ」

と明るくいうのです。

「おまえはスケグをやれ。後のことは後で考えればい

いじゃないか」

そういうふうにいうわけです。その晩彼のところにと

まり，翌日材料と道具を積んで，一緒にアラメダに行
巽士1ナ阜
ごふいノー○

それからの彼らのもうれつな働きぶり，ろくに口も

きかず，もちろん311,fのお茶もなし，昼食は立ったま

まで，サンドイッチをかじるだけという調子です。彼

の会社，アンカーマリンカンパニーというのですが，

そこの従業員も全員一緒にいきました。全員といって

も4人ですが。そんなわけで，どんどん仕事は進み，

本当にレースに間に合いそうな具合になってきたので

す。そこで，同時に，スクリューシャフトとラダーシ

ャフトをアラメダのマリーナの近辺にオーダーしまし

た。また，スベン､ノンヨットクラブのメンバーから

も，労働奉仕をしてくれるという人が数人でてきて，

急に能率があがるようになりました。それでもレイた

ちは，夜おそくまで仕事をし，工場に帰ってからも，

徹夜でラダーブレードを作るという毎日でした。そし

て，スタート2日前の6月51二|の夜中に，やっとラダ

ーンャフトを差し込んで，あしたは水におろせるとい

う段階になったのです。

「あしたの朝，これをとめて，ボトムペイントを塗っ

ておろせよ」

といって，彼らは疲れ果てて帰っていきました。

もちろん，修理代金についても話しました。しかし，

彼は笑ってこういうだけなのです。

「いや，おれたちは助けただけなんだ。おまえのスタ

ートが見たかっただけなんだよ」

シーズン中で､すから，もちろん彼の会社も大忙しだっ

たのに，他の仕事をキャンセルしてまで，私の船の修

理をしてくれたのです。あの小さな会社にとって，ど

れほどたいへんだったことでしょう。

そこで私も困り，ジョー・ノールズ夫妻に今までの

報告も兼ねて相談しました。彼らは大感激です。涙さ

え浮べていました。そして，次のようにいいました。

尹邑

へ



へ

へ
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取らないだろう。この際，船名をくスピ1ノッ|､．ｵｰプ・

ハーフムーンベイ〉と変えたらどうか。それが，彼ら

の好意に報いる最大のプレゼントではないか」

確かにそのとうりです。それまで私は，あまりにも気

持が動転したり，忙しかったりしたので，そんなこと

も気がつかなかったのです。即座に，その場で，私は

船名をくスピリット・オブ・ハーフムーンベイ〉にか

えました。〈パルテノス〉は共同オーナーなので，他の

8人の共同オーナーには無断でかえてしまったのです

が，これは後で詳しく説明すればわかってもらえると

思っています。

サンフランシスコヨットクラブでは，レイの奥さん

のデイと久保田ユリが，食糧を買いにスーパーマーケ

ットを走りまわり，スベンソンヨットクラブのジョー・

ンエルトンは，安全検査にひっかかった部品を修理し

たり，足らない安全備品を買いに走りまわっています。

私は船に水を入れたり，最後の点検をしたり……。そ

して，ついに6月7日みんなと一絹にスタートできた

のです。

気持ちよく船を使わせてくれた共同オーナーたち，

|可航や準備を手伝ってくれた友人たち，そして，サン

フランシスコでお世話になった多くの人々，そのどれ

が欠けても私は，今回のレースに参加できなかったこ

とでしょう。本当にありがとうございました。最後に

サンフランシスコで特にお世話になった方々を表にし

ておきます。

(33）

＝
太平洋を乗り越えて神戸港にもやわれたくスピリット・オブ・ハーフ
ムーンベイ〉搬影：Y,J､YAMADA

熱

酎盈

レイ・ファーノウ夫妻とその友人

（アンカーマリンカンパニーの従業員）
船の修理全般

ジョー・ノールズ夫妻とその友人

ラジオロケータービーコン

デイレクションファインダー

スペアシクスタント

ジョー・シェルトン(スベンソンヨットクラブ）
トラックを貸してくれた

休暇全部の労働奉仕

エンサインヨットクラブ

約800ドルのドーネーション

ニ ー ル

ハーフムーンベイからアラメダまでのトーイン

グボーl、

見送りのときのパワーボート提供

ミヨシカスタム

労働の奉仕

その他大勢のヨットマンたち
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<南流斗〉

堺克也

太平洋横断シングルハンドレースに参加して考えた事

太平洋横断シングルハンドレースに参加して，ハワ

イで棄権。自分ながら思わぬ結果に終ったことに対し

て，今深く反省もし，また，大きな教訓や体験を得た

ことに対し，今しみじみ，その後味を噛みしめていま

す。

私がこのレースに参加しようと思いついたのは，今

まで長い間，我田引水的に独りで楽しんでいたヨット

を，他の本格的レーサー達にどこまで従っていけるか？

でありました。

太平洋横断そのものについては何の不安感もありま

せんでしたが，さて，いよいよ参"Ⅱと決定してみると，

あれこれすることばかり多く，準備期間が余りにも少

なかったことを反省しています。参加と決定すると，

他の一切は棄ててかからぬと出来ないこと，また，私

の賜合，約2年有余，松山三津浜の舟溜りに繋船しっ

ぱなしにしてあった艇の，補機が想いと分かった瞬間，

アレコレ迷わず国産の新17,に補機換装する決|折が必要

だったこと。私はこの特殊な補機の|､ラブルのお陰で，

サンフランシスコでも他の出発準備を制約され，また，

このトラブルは出発後にも尼を引いて，補機発電を断

念し，携帯用ホンダ発電機に紋らざるを得なくなりま

した。力'1えてこの発電機用ガ､ノリンの予備タンクの置

き忘れに気付いたのが，今lnlのハワイ寄港を決|断する

要|犬lとなったわけです。

私が寄港すべきか否か迷っているII;f,その可否を相

『淡した雌線(私的)が，寄港すなわち失格との通報とし

て翌'1のポートピアネットで通達されたものでした。

私はこの通達にびっくりし，一応寄港を|祈念したもの

の．食糧チェックをすると，日本までギリギリしかな

く，そのうえ切断したトッピングワイヤーをロープに取

り換える作業が洋上で思うにまかせず,リーフ作業に思

わぬ体力を費いやしました。とにかくポートピアネット

に連絡せずに，どこか広い湾に入って,修理したいと思
って針路を変更，オワフ島の真珠湾を目指しました。

私は，私の艇がいよいよホノルルに近づいた時，無

通告入港で，いざこざがあってもと思い，このような

11､fの外国船舶の入港慣習に従い，米国沿岸警備隊に向

け，直接入港許可を求めたものでした。警備隊からは

直ちにOKの応答があり，続いて小型警備艇が接触し

て来ましたが，私はこの艇に向かって援助不要の信号

を送り，湾のある方向に向けて帆走を続けていると，

また一隻，今度は大型警備艇がサイレンを鳴らしなが

ら追いかけて来て，セール下ろせ，ロープ結べ，と次

次に命令し，彼等の洩航でヨットハーバーに繋がれる

結果となってしまったのでした。私はこの時点で，も

うこのレースは失格になったものと判l新して，いっぺ

んに狼り詰めた気力が抜ける思いでした。

米国のヨットクラブは，と・こもそうでしたが，電話

を衝すことを嫌い，国|環電話も公衆電話を使えとのこ

と。NORCへ相手払いの国際電話を掛けるような失礼

なことも出来かね，日本の關守宅にその伝達を依頼し

たまま，遂にズルズルと日が経ち，その間に人の手も

Wfりることにもなり，遂に「ハワイ」リタイヤーとな

ってしまった次第でした。私はこの「ハワイ，リタイ

ヤー」が小さなミスの連続の上に起こっただけに，そ

の後，重く心にのしかかり，私の準備期間に対する兇

透しの甘さ，補機換装に対する決|析の甘さ，一人合点

の恐しさを，現在噛しめている次輔です。

私がこのレースに参力llを表明した時，私が比較的，

年をとっていること,私の艇が最小限キﾘギﾘであっ

たこと等により，相当皆さんの関心を引いたようでし

た。しかし。こんなことで完走出来ず,“ヤハリ”年長

者は駄|］だ。小型艇は駄目だ。等結論付けられないよ

う願っている次第です。この航海を通じて私のような

荷でも，また，小型艇でも準備さえ完全であれば十分

走り得て，レースを楽しめるものと確信しました。

新艇を建造して，記録を狙う。もちろんこれはレー

スの本蘭として大事なことは言を待ちませんが，他方

在来艇で，自力のみで参加するアマチュアが，今後も

っともっと増えてくれれば……，楽しい太平洋横断レ

ースが，ヨット界の恒例のお祭りになるがなあ……，

そうなったらヨットも一般的になって，楽しめるスポ

ーツの仲間入りが出来るがなあ･…･と，そんなことを

思いつつ，再度回航のため来訪した，ホノルルのホテ

ルの一室で，窓の外に林立したマストの群れや，水平

(34）

須阜

夕堅



OFFSHORE昭和56年12月25日第81号 昭和52年7月21日第三種郵便物認可

線の白い雲を眺めつつ，この残念記とも何ともつかぬ

散文の結末を認めている次第です。

小座布川＝紐を付け,112に巻いて天測した。揺れ

る甲板で役に立った。

ゴルフ用両手袋＝軍手より作業性が良く，大いに

活用した。

厚手スキー帽＝折り返し付きがヘルメットより作

業に良かった。

●航海川備品

点滅赤燈＝本来不可なれど「シングルハンド」に

は不可欠と思う。

私は夜間これを点滅させて航走した。クセノン入

りが特に良好，また，現在ポイポイ燈という安価

な使い拾て点滅燈が市販されている｡(1個で4日

間点滅した）

●医薬品

注射器＝(使い捨て用)，その他薬を沢山待ったが

遂に一つも使わなかった。事前調査では下剤は是

非持てとのことであったが…･･.結局すべて未使用。

後記

●航海中一番美味かつた物

コーヒー（一回分宛パックされたものが良い）

オレンジ（ヨシ|､クラブ差し入れの物）

●便利だった食品

カップ入りインスタント・ウドン（ラーメンは飽

きがきた）

赤飯（水を加えて加熱するだけの物）

●清水（一日当たり1.54で不''1由なし）

●ガス

20日間でIK=普通に炊事して消費，熱湯はポッ

トに備蓄した。

●洗剤

海水用石鹸が花王製品にあり専用した。

●衣類関係

膝当て＝蹴球用は便利であった。小艇では膝をよ

くぶつけた。

へ

へ
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レースを振り返る今田選手(右)と堺選手(左）撮影：Y､J､YAMAI〕A

(35）
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〈かざぐるま〉の浸水による

船体放棄(後沈没)事故報告

加藤忠志

6月7日（シスコ時間）予定通りスタートしたくか

ざぐるま〉は，予定コースである北l'ilりのコースを取

ってレースに臨んだ。

6月15日まで吹いたりやんだり，あまり風は一定せ

ず，高気圧の中にいるのではないかと多少心配したが，

そうでもなさそうだ。

6月17日，気圧計が下がりだす｡低気圧の接近だ。始

めはメインセール，ツーポイントリーフ。レギュラー

ジブで走るが，ヒールは45．を過す。ヒールによるウ

インドベーンの故障を考え，ジブをストームジブに替

える｡3,4回目の大きい波で,デｯｷは前から後ま

で完全に洗われる。アメリカに向け,II11航中は，デッ

キ上，いたるところから水が落ちてきたが，シスコで

スクールの連中の協力で，完全なくらいデッキ上の水

漏れは修理され，ほとんど落ちてはこない。

ウインドベーンのロックが，時々振動のためか，風

のために入る。入れば自動操舵でなく，固定舵となり，

ヨットは回り出し，ジャイブしてしまう。ジャイブの

前に風が弱まったように感じ，分かることが多いが。

ロックが入るところにガムテープを貼り，問題は解

消する。ステアリングロープも切れそうになっていて，

新しいのと取り替える。

6月18日，強風20m/s前後。波も高い。2回ほとﾞ

艇内で横になげつけられる。艇体は宙にうぐ。次は「ド

スーン」艇内の尚h物が飛びちる。バウの物置に押し込

んだオレンジの箱が，2個ともマスト付近まで飛んで

きている。

デッキに出て，流されそうになっていたスピンポー

ルと，ジョッキポールを止めなおす。メインセールの

バッテンは，2本が飛び，リーチは大きくバタつく。

バッテンを入れないとうるさくてしかたがない。新し

いバッテンを取り出し，寸法を取り，大きく揺れ動く

艇内で切り，ポケットに入れ，抜けないようリーチ側

を糸で縫いつける。バッテンを入れるとリーチ側のバ

タつきは、ピタックととまった。

ジブハリヤードがステーとすれ，スナップシャック

ルが減っている。ロープ自体も一部切れはじめ，長く

はもたないと感じる。予備に切り替えるのも時間の問

題だ。

(36）

トイレは，水が飛びはねるので尻にびたびたつく。

上下左右にゆすられる中で，尻に付かないように便を

するのは大変な仕事だ。あとでテッシュペーパーが多

く必要だ。それでもあと気持ち悪い。

食事は火を使うのをやめ，缶づめと，オレンジ。あ

まり食欲はない。

6月19日，昨IIに比べやや風は落ちたようだ｡ジブ

をヘビーウェザーに祥える。ヒールは40．前後。やは

りヨットは宙に浮く感じと，地の底にでも入るような

「ドスーン」の繰り返し。

今日も曇り時々雨。今日で4日間，天測出来ず，位

置は自信のない推定位置報告。

昼からやや風も落ち．ジブはレギュラーにする。ヒ

ールは30｡～45.,リーウェーをだいぶしているだろう

が，進路はコンパスで260.を指している。このままの

進路で進もう。

夕方よりまた風が強まるが，セールはそのまま。い

つもよりビルジが多いようだ｡船内坪ルジポンプは，
稗えて取り入れたジブセールのために使えない。ビル

ジの排出はデッキ上のビルジポンプを使う。やはりい

つもよりビルジは多い。長時間排出しているのに，あ

まり減らない。強風中に流木でも船体に当たって穴で

も開いたかと見えるところは一通り調べるが，異常は

ない。左右船体固定タンクの下と，通路の下に置いた

ポリタンクの固定部分の下は，外板が直接見えないの

で，はっきり分からない。ポリタングは，板で枠組み

し,10個を横にならべたもので，その下は見えないの

だ。

水が減らない。となると，どこかに割れ目か穴が開

いたとしか思えない。これから日本に帰るまでの日数，

r1分の体力，次の低気圧等を考え，修理しないとあと

レースは出来ないと思い，一応アメリカに引き返すこ

とを考える。一瀞趾離が近いのは，シアトルで，シス

ゴに帰ることは出来ない。

6月20日，ヨット全体が宙に浮く。「ドスーン」と全

体が振動する。後部スライドハッチが，振動で開いた

り閉じたり。ロックをしていないと水が時々「ドッ」

と入ってくる。

ポンプで排水するも，完全に排水は出来ない。休む

へ

へ
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とビルジは徐々に増えてくる。修理して，再スタート

するより他に手はないと思い，アメリカに向け引き返

す｡(47｡20'N,143｡10'Wより引き返す）

水は，休めばすぐ下段のベッドの上にまでくる。通

路にはポリタンクが並んでいるので，足を水にぬらす

ことはない。通路の後端エンジンボックスの前にバ

ッテリーが入れてあるが，2個とも水につかり使えな

い。エンジンスタートは手動で出来るが，無線が使え

ないので，コックピット後方にあるデッキ上から出し

入れ出来るロッカーに，予備の新品バッテリーがある

ので，それを持ち出し，‐上段のパイプバース左舷側に

固定し，直接無線機に配線する。無線は使えることを

確認する。またビルジが増えているので，排水作業に

専念する。休むとビルジはすぐ増えているように思え
る。

船内のビルジポンプが，取り入れたジブセールの下

になっているので，セールを移動し，排水作業が出来

るようにするも，水枕しているので，デッキ上のポン

プのみ使用する。

風は弱まり，セールを取り替えたいが,排水作業が重

要で，懸命に汲み出すが，手が疲れ，休むことが多く

なる。休めばビルジは増える。もし，なにか体に異常

があれば，ヨットとともに沈むことも考えねばならな

い。アメリカに向け引き返していることを知らせてお

く必要があると考える。

6月21日，日本時間，朝5時ごろ，横浜のアマチュ

ア無線士がアメリカと交信中をつかまえ，ポートピア・

レース本部に電話を入れてもらう。答えは留守番電話

であったが，こちらの言った通りのことを伝えておい

たということであった。

朝6時，無線を入れ，回していると,JA6,AAQ,
元尾さんの声が聞こえた。すぐ事情を説明，体も疲れ

ていたし，状態も変わることを考え，1時間毎に交信
をお願いする。

今度は無線交信とビルシ汲みの両方になり，「ヒイヒ

イ」言いながらの作業となる。ビルジは下段ベットの

上より下らない。セールは，メインは2ポイント，ジ

ブはヘビーウェザーに替え，東に向いてセーリングを

している。風は7～8叱，落ちているが，七一リング

よりビルジ汲みに重点を置くので，セールはそのまま

とした。

水はいっこうに減らない。休めばすぐ増えはじめる。

現在，アメリカに向いて引き返してはいるが，自分の

体力，あと何度，どの程度の低気圧がくるか，アメリ

か沿岸まで12～13日くゞ らいかかること等を考えると，

自力で助かることは不可能と判断。そうなれば，救助

されやすい時に，まだ自分の体力の残っているうちに

お願いする方がよいと判断。朝8時の無線交信の時に，

ヨットは放棄しても人間を助けてほしいと依頼した。

その時の無線では,USコーストガードも出ていると

いうことで,USゴーストガードは，すぐ救助態勢が
出来るようであった｡
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救助を依頼したものの，自分の位置が分からない。

ここ5日ぐらい雨か曇りか霧で，天測が出来ていない。

もし，太陽が出て天測さえ出来たら，誤差は10マイル

以内で位置が出ると思うのだが,r1分の走って来たコ

ースを考え，推定位置を出し，報告した。

47｡N,142｡W,これが，報告した位置である。

色々なことをしていると，水は汲めないので増えて

くる。チャートテーブルのサイドのドアーが水枕しよ

うとしている。オレンジを入れたダンボール箱が水に

ひたり，破れて150コのオレンジが水に浮んでいる。

エンジンが水につかったためか，水全体が黒っぽい。

依頼して1時間ぐらいたったころ,USゴーストガー

ドより，順次，色々なことを言って来た。まず，ライ

フジャケットをつけろ，そして，ラジオロケータービ

ーコンのスイッチを脂示したら入れろ，それまでは用

意だけしておくよう。

ところが，このロケータービーコン，まさか使うこ

とはあるまいと，左舷クォーターバースの奥に押し込

んでいた。それをまず引き出し，使用方法も聞いてい

なかったので，無線で東京の清水さんに教えてもらう。

テストしたら作動することが分かった。

USゴーストガードから，ロケータービーコンのス

イッチを入れ，デッキに置くよう指示があり，スイッ

チを入れ，コックピットガイドにロープで括る｡30分

ぐらいして位置が出た。これから飛行機を準備し，準

備出来しだい飛ぶという連絡。私はもう飛んでいると

思っていたので，少し頭にくる。というのは，現地は

もう3時間もすれば完全に暗くなってしまい，ヨット

のように小さい船は発兇出来ないと思えたからだ。

風はまた強くなりつつあり，波も尚<なっている。

時間さえあればゆっくりと排水するが，だいぶ疲れた〔

時々無線連絡が，ジョージさん，ジョー．ノールスさん

から入る｡無線が入れば一度艇内に入り，交信し，ま

たコックピットに出て排水作業をする。

ライフラフトを広げろと連絡がきた。収納所より引

き出し，ロープを引いた。6人乗りのために非常に重

い。開いた時に無線のアンテナを引っかけ，切ってし

まった。ライフラフトを艇外に出し，後ろに引くよう

にロープで結ぶ。後ろにはウインドベーンがあり，引

っかけて破れたら大変だと思いながらも位置は変えな

かった。

ジョージさんと，ジョー・ノールスさんから，2時間

ぐらいで現地に飛行機が着く，機影が兇えたら連絡し，

発煙筒か火せんを上げるようにと言われる。もうあた

りは薄略い。雨も降っている。発兇してもらえないの

ではと思う。もう2時間は過ぎた。まだ飛行機はこな

い。

フンューという音とともにライフラフトが破れる。

風にあおられ，ウインドベーンにからみ，破れてしま

った。2気室の上気室である。形はなくなり，下気室

のみ残る。下気室が破れたら大変だ。後ろに引いてぃ

たのを横に移動する。そして先ほど切れたアンテナを

予備のものと取り替え，ジョージさん，ジョー．ノール

スさんにこのことを伝える。そしたら，ジョーZノール

スさんが特に「オーノー」と残念がっていた。またす

ぐUSコーストに連絡し，飛行機からライフラフトを

落とすよう連絡してくれた。

このライフラフトが破れた時，初めて死ぬかもと思

った。この状態でヨットが沈めば，水温11℃の海にラ

イフジャケットのみで漂よわればならない。飛行機か

らの発見は不可能になり，冷たい海では3時間ともた

ないのでは。

ズボン，上衣とも1枚ずつ増して着る。そして色々

のことを考える。家族のこと，友達のこと，仕事のこ

と。

だけど自分は海で育ち，ヨットが好きだ。海で死ぬ

のは，本人としては本望だ。そう思えばここで死んで

も別にとゞうということもないと思うと，気が楽になっ

た。

あたりはもう略ぃ。雨とlliｷさのために視界は極端に

悪い。発見してもらえないのではと不安になる。

飛行機の音はいっこうにしない。捜索は打ち切られ

るのではないかと思う。

日本時間,12時40分。非常に低い位置を4発の大き

い飛行機が，ふいに「ニュッ」と現われた。ヨットの

真kである。びっくりし，同時に非常にうれしかった。

あわてて発煙筒の引金を引き．煙が出だすのを確認し，

海に投げ込んだ。そして飛行機に向かって手を振った。

飛行機は31111ぐらい上空で旋回し，まず発火信号の

大きいのを落とした。周りが急に明るくなる。また，

2個目，そして，今度はゆっくりと低く飛び，ライフ

ラフトを落とした。ライフラフトは，小さい浮力体を

1個落とし，約70Mぐらいのロープが続き，次にまた

浮力体を1個，そしてまた約70Mぐらいのロープが続

き，次にライフラフトが落とされた。ヨットが流れて

いく方向である。

次に落下さんとともに20@ぐらいの缶に入った無線

機が落とされた。無線機はやや位置がずれ，2度ほど

ジャイブし,11,1!物は手に入れた。

ライフラフトは，ヨットの後ろに結んだが，風がす

でに強く，あおられ，またウインドベーンに引っ掛け，

破いてしまった。そして沈んでしまった。しかし，そ

のころの無線連絡で，救助に向かっている貸物船が5

時間く’らいで現場に着くことを聞いていたので，次の

ライフラフトは危急の時に落としてもらうことで，す

ぐに落としてはもらわなかった。

落としてもらった無線機を缶より取り出したが，小

さなもので使い方が分からない。ジョージさんを通じ，

問い合わせてもらう。言われた通り使うがいっこうに

通じない。何度もやっているうち，飛行機とは連絡出

来た。

周りは完全に略<なった。飛ぶ飛行機が上空に来て

(38）
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はうイトをつけ，また，横に落としている発火信号が

消えかかると新しいのを落とした。こちらを安心させ

るためだろう。近くに落ちた信号は，周りを昼のよう

に明るくし，海の中が薄緑に深いところまで見える。

その明るさは気味悪いくらいだ。

この信号がだんだん後ろに流れて，位置が離れたり

消えかかるとまた落としてくれる。

そのうち,一恭機は緊急発進のため,ガス欠で基地に

帰るという。しかし，2番機はすぐ近くまで来ている

ので心配しないように，とジョージさんを通じて連絡

して来た。その通り，2番機はすぐ来た。ゆっくり飛

ぶために，4発の両端のエンジンは止め，中央2基で

飛んでいる。今度は，先ほどの飛行機より大回りして

いるようで，一度は完全に視界から消え，またもどっ

てくる。その方向に救助に来る貸物船がいるのだろう。

コーストガードが落とした無線機で貸物船くイース

タンハイウェー〉と連絡出来ると聞いたので，懸命に

よぶが通じなかった。

そのころの海上は,15'ﾘ息ぐらいll欠いており，ライフ

ラフトを後ろに結んでいるので，追風で60．方向に流

されている。救助の貸物船はその方向から来るという。

貸物船は，自動車運搬船くイースタンハイウェー〉

で，大きいために接舷の時が一番こわい。出来たら，

本船の船長と，救助方法について打ち合わせしたいが，
無線は通じない。

そのころ，無線にJ11.QZD,佐藤さんが無線に出

てくれ，関接にくイースタンハイウェー〉と連絡が取

れた。しかし，救助方法についての打ち合わせは出来

ずじまい。

日本時間，21日16時ごろ(現地22時ごろ)，北東水平

線に灯台の火のように波に見えかくれする明りを発見。

飛行機ではなく，明らかに貨物船の火と分かった。つ

いにきた。まちにまった長い時間が過ぎ，救助船はす

ぐそこまで来ている。と同時に救助作業はどのように

するのか，また，どのように本船は動くのか，分から

ないのが非常に不安になる。無線でくイースタンハイ

ウェー〉発見と連絡する。

ハーフ・ムーンベイの畠中さんが,「一番こわいのは

救助される時で，相手が大きいので波にのまれ，船の

下に入ることもあるから，自分から助かるように動か

ねばならない」と助言してくれた。私も今までに色々

な事故報告を読んでいるので，それは心得ていたが，
不安だった。

遠くにちよぼっと見えた明りも，船全体が分かるよ

うになり，右舷サイド下段（水線近く）のハッチを開

け，そこに7～8人の作業員の姿がはっきり見えると

ころまで近づいた。やはり大きい。おそらくバウ付近

は大きいフレアがあるにちがいない。サーチライトが

こちらを照らしている。無線で，救助艇はすぐそこま

で来ている，私も救助されるために無線交信はあと川！
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は来ないと思う，と言ってデッキに出た。

船は大きい。黒く，所々にライトがつき，小山のよ

うに見える。まずヨットの後ろまで本船のバウを突っ

込み，風と波をやわらげてくれ，波風に流された状態

で本船はヨットにどんどん近づく。ヨットは後部に引

いたUSCGの沈んだライフラフトに，シーアンカーが

入っていて，それが利いているために，あまり風に流

されない。ブリッジの横ぐらいに接舷すると思ったが，

バウ付近まで流れた。しかしまた，本船はエンジンで

前進し，ブリッジの横より少し前に接舷した。やはり

フレアは大きく，マストの上部が本船のデッキシャ

ー付近に当たり，ヨットは横を向き，並行になった。

そして，グッとヒールし，本船に押されるように船体

と船体が当たった。上を兇ると覆い被さるように本船

が来ている。船体と船体が当たると，「ばりばりん｣｢が

がが」という音がして，上よりロープ･が下りて来た。

「このロープをヨットに結べ」という声がした。それ

より私は，そのロープを伝わって船の上に登りたい気

持ちだったが，上からの指示にしたがった。ヨットは

ゆっくり横まで移動され，開口部の横に着けられた。

そこには7～8人の人の顔が兇え,「道具を上げろ」

と声がした。そしてバック1個と，カバン1個を手渡

したが，気持ちが落ちつかず，すぐに船に上がらない

と二度と救助してもらえないように‘思えた。そして，

デッキの上には他にも持ち出す品物を用意したが，内

分がネットに飛び移った。そして''1分が助かることだ

けで頭がいっぱいであった。

ネットに飛び移った私は，たった2メートル半ぐら

いの高さの所まできたが自分で登ることが出来なかっ

た。元気な時はマストの上にでも平気で登るのに，排

水作業と低温のために体が動かない。手を伸ばし，作

業典の方々に引っぱり上げてもらった。

救助するとすぐ，そこの開口部は閉められ，私を何

段にもなっているカーデッキを抱えるように上部船員

室に連れていってくれた。そして，風呂にすぐ入れて

くれた。やっと落ち着きを取りもと’した。

救助をふり返って

救助された当日は，低気圧の接近で救助された2時

間後には，波高7～8メートル，風速25恥を超え，本

船も大きく左右，上下に揺れ動いた。もし，救助時間

が1時間でもあとになれば，波商のためにサイドのハ

ッチは開けられず，上部から下げられたロープで上ま

で上るより他に手がなかった。その時の体力から考え

ると登ることは不可能に思えた。

また，〈イースタンハイウェー>の船長は，過去に小

型船を救助した経験をもった人で，かつての大関「貴

ノ花」によくにている。四家船長は「ヨットを前で受

け，後ろに来ないようにした。もし，ヨットが後ろに

来ると，エンジンが使えないので，本船の自由がきか

ない。過去にエンジンが使えず，船をひっくり返し，

泳いで救助したことがあった」と後で語ってくれた。

また，連絡方法もポートピア・ネットワークをはじ

め,JI1,QZD,佐藤さん,JA4,DYS,藤永さんら

アマチュア無線士達に大変お世話になった。太平洋を

航行中の船舶に，このような形でお世話になるとは思

いもよらなかった。

おそらく，あの救助の時，無線をワッチしていた人

は，数知れないと思う。連絡に，またはげましてくれ

た無線士の方々，誌上を借りて，お礼申し上げます。

それに私を初めて発見し，救助されるまで，ずっと

_上を飛んでいてくれたUSCGのエアークラフト2機に

対しても感謝のしょうがない。もちろん飛行機だけで

はない。USゴーストガードのすばらしい救助活動全

体に対してもお礼の言いようがない。

私の乗ったヨットは，建造されて6年経つ木造船で

あった。アメリカに向け回航中も，マストが折れたり，

スケグが，がたがたになったりで，故障は多かった。

しかし，レースでは，修理も完全に出来，見てくれは

悪かったが心配するところはなかったと思う。

最後までどこから水が入って来るのか分からないま

ま沈んでしまったが，流木が当たったとしか思えない。

救助に当たったUSゴーストは，一から順悉に指示

してくれた。そして私を発兇してからは，私が心配し

ないようにいつも上を飛び，安心をあたえてくれた。

ただ残念だったのは，落としてくれたライフラフトが

金具に当たり，破れて沈んだことで，ライフラフトの

取り扱いには，今後，十分に注意が必要であることが

分かった。正じき言って，n分の積んでいたライフラ

フトが破れた時は，ヨットが沈めば助からないとはっ

きり思った。

太平洋を渡るヨットが，沈むということにも問題は

ないだろうか。もし，私の乗ったヨットが，沈まない

ヨットであれば，自力でアメリカ沿岸まで行き着くこ

とが出来たと思う。沈むということのために,USコ

ーストに救助を依頼したのであり，沈まないことが今

後の安全検査に必要とはならないだろうか。

n分で，こんなもの使うことはあるまいと，クォー

ターバースの奥に入れていたラジオ・ロケータービー

コン。使用方法の説明をジョー・ノールスさんがして

いたが，聞いていなかった。まさか，このロケーター

ビーコンで救助されるとは，，W,ってもみなかった。ロ

ケータービーゴンに対しても感謝する。このロケータ

ービーコンは，救助された時も持って上がり，後,〈イ

ースタンハイウェー〉の乗組典全興にサインしてもら

い，記念に家に置いてある。

〈イースタンハイウェー〉に救助された位置，46．

31'N,141｡32'Wc

日本時間21日，17時11分。

現地時間20日，23時11分。

救助に当たった方々および，関係した方々に心より

お礼申し上げます。

(40）

輿込

へ
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海 と空と陸の間で

通信委員長

篠原 要

ゴールデン・ケート・ブリッジを<<･り10人のソロ・

セイラー達は，一路神戸をR指して，各艇北''1|り，南

回りと思い思いのコースをとって，多くの観覧艇の見

守る中を水平線の彼方に去っていった。

スタートの日まで，ある艇は，前日まで艇の修理に

追われ，また，ある艇は，兄物に訪れる人の応対で仕

事がはかと÷らないとぽやきながら最後の整備を進める

など，レース参加を決めてから長い時間をかけて準備

をしてレースに臨んだことだろう。スタート前に参加

の皆さんと話してみると，七一リングテクニックの方

はベテランであっても，エンジンとか，電気などのメ

カにはと．うもという人もいた。とにかくスタート後は，

すべてのことは自分一人でしなくてはならず，スロー

カム船長の頃と様変りの81年代のヨットレースでも，

マグネットコンパスと天測だけでなく，エンジンメカ

ニズムや電装系の操作と保守に十分な知識を要求され

ることも，シングルハンドレースに参加するための欠

くことの出来ない要件だろう。むしろ，多くのクルー

で参力llするアドミラルズカップレースや，シドニーホ

バートレース以上の帆走・操船技術を持つことが必要

とされるだろうし，運営するゴミッティーも安全検査

をはじめとする万全の準備を参力'1者に要請することも

当然のことかもしれない。

このレースが企画された時から運営する我々にとっ

て，レース艇の毎日のポジションを知るための通信シ

ステムや，緊急時の救助体制について，どのような方

法をとるか論議検討された。ヨットで太平洋を横断す

るだけであれば，昔の帆船時代のように貿易風にのれ

Ijf,50～60I1でn本に着いてしまう。しかし，ヨット

レースでは，スタートしてからフィニッシュするまで

何の音沙汰もないのでは，レース参加艇にとっても，

観客にとっても，なんら面白さはなくなってしまう。

だぃいち10日も位置報需がなかったら，マスコミから

突き上げられるだろうし，参加者の恋人や家族からも

心配されるようなことがあっては，レース運営に支障

が出てしまう。アドミラルズカップ，シドニーホバー

ト，パンナムクリッパーレースなど，どのレースを見

ても，コミッテイーから毎日発表される各艇の位置を

兄て，茶の間の観客の興味をひきつけている。このし

(41）

一スはNORCの運営する最大のイベントであり，多く

の茶の間の観客の興味をもってもらうことでヨットの

辨及と発展にもつながるだろうし，レースゴミッテイ

ーの運営もスムーズに行なうことが,'l'!来るので，通信

システムの整備確立する点に主眼を置いた。

通信手段としてどのような方法によるのが一番よい

か，今までのレース実状をふまえて検討して見ると，

①人工衛星によってレース艇を把握する方法，これ

は船上から発射された電波を人工衛星が受信して地|冤

局へ送り返された信号をコンピューター処理して各艇

の位置を約100分間に一度の割合で知ることが出来る

し，万一の場合も緊急スイッチを入れるだけで，正確

な位置が出せるシステムがあったが，同時期に大西洋

横断レースに使用予定のため，送信機が入手出来ない

ので兇送らざるをえなかった。

②ヨット用短波帯による方法既にNORCが運用し

ている2MHZ中短波帯に加え，郵政省に免許申請中の

4,8,12,16,22MHZ帯の短波帯の運用が出来れ

ば，電波伝播状況に応じた周波数を選定すれば出力50

ワットの無線機で太平洋全域をカバー出来る。しかし，

レース艇に搭載予定の無線機の型式検定承認の遅れに

力llえて，空中線電力と周波数の関係から無線機を操作

するため，電話級通信士の資格が必要となるが，かな

りハイレベルの試験のため，資格緩和の陳情を郵政当

局にお願いした。しかし目途がつかないうちにレース

告示のタイムリミットになってしまった。今後のレー

ス運営は，この周波数で行なわれることになるだろう。

③参加者は全典ハムと特殊“甲'，のライセンスを取

得していたので,J1初補助通信方法として考えていた

アマチュア局によるネットワークに頼らざるを得ない

と決め，使用しやすい21MHZ帯でネットワークを作

ることにした。

通信ネットワークがアマチュア21MHZとなると，

今夏の電波伝播予想からも不感地区が出来やすいこと

が考えられるので，多くの中継局を各地に用意しなけ

ればならず,n本仙|のネットワークに内外のハム局と

多くのつながりのあるワールドフレンドリーグルーフ

を主宰する元尾，富士道さんのグループ，太平洋上で

操業する漁船のマリンハムネットの皆さん，レーサー
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の病気やけがのことを考え，産婦人科，精神科，皮I甫

科に内科に歯科と全科診療のヨットグループから花村，

横山の両ドクター，受け入れ地点の海況に詳しい神戸

の永田，松山の清水キャプテン，関東から鈴木，清水，

渡辺さんのNORCグループなどで日本側のネットワー

クをまとめ，清水さんが米国側のネットワーク,SFYC,

ゴーストガードやcIQ打ち合わせのためサンフランシ

スコに飛んだ。ハムネットワークについてはSFYCの

ノールスロードン，アベルそしてハワイのマスナリ

さん達が応援してくれることで汎太平洋ネットワーク

が組織され，［1本時間の朝6時と正午から「ポートピ

アネットワーク」の呼び出しでレース終了まで毎日運

用されることとなった。

今1口1のレースで搭載を義務付けたものに容量40Ah以

上のバッテリーと，アメリカのヨット乗りがイパーブ

とかロケータービーゴンと呼んでいる、Emergency

PositionlndicatingRadioBeacon〃がある。E.P.I.

R.B.については清水さんがCGと打ち合わせした時

も搭載を要請され，電波法の絡みもあったがCGのサ

ーチ・レスキュー部門から，俺たちの守備範囲は11本

の近くまであり有効だから,と勧められた。それが後で

大変役に立つとは思ってもいなかった。バッテリーも

フィニッシュ近くで入港通信の動力源として常用バッ

テリーとは別に搭載をしてもらったが，現地で安全検

査時，各艇に航海中，海水に浸かるとダメになるので、

防水梱包することをお願いしたのが役に立った。

スタート後，毎[1ある艇はサンフランシスコ中継で，

ある艇は漁船からハワイ中継で,10ワットにも満たない

弱い電波を，感度の良いアンテナを持つ元尾さん中継

で入電するなど，神戸ポートピア会場のサインボード

に各艇の位置が発表され入場者の注目を集めだした。

スタート10日を過ぎると各艇順調にレグを延ばして，

通信ネットの皆さんも一息ついた矢先，6月21日の早

朝私は，鈴木さんから電話でくかざぐるま〉が事故の

様子なので無線ワッチにつくように連絡を受けた。す

ぐに無線機のスイッチを入れ，状況を聴取すると同時

にネットの皆さんに連絡を開始した。

〈かざぐるま〉の事故については加藤艇長の報告で

お分かり頂けるが，その時のネットワークの対応につ

いて，当時の録音テープや各局の交信ログ､を整理し，

救助されるまでの12時間以上にわたる様子を要約し，

誌_上に再録してみた。（日時は日本時間）

0600頃英国にいるヨット〈パル〉を呼び出していた

宮崎の元尾さんと漁船松浦さんとの交信中にくかざぐ

るま〉から推定位置47｡N,142｡Wで船底から浸水，排

水しながらシアトルに引き返し中，と連絡を受け,元尾

さんは直ちに清水さんに電話連絡，清水さんは関係帝

宅に連絡を始める。

0633清水無線開局一,元尾～松浦～<かざぐるま〉

との連絡設定出来。毎時0分に定時連絡とする。次々
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と,電話連絡を受けた局は，開局待機をする。また，海

上保安庁，秋田委員長，レースゴミッテイー,PI博事

務局へと事故の知らせは波紋のように伝わっていった。

大儀兄さんからサンフランシスコのノールスに電話

する。マーリン夫人はクラブにいるジョーに連絡。

0650<かざく･るま〉よりラジオロケータービーゴン

が動作せずと連絡が入り，清水さん使用方法を指示。

ライフラフト，フライヤー等安全備品を点検させる。

折り返しビーコン作動確認と入電。

0700宮崎，松山，神戸，横須賀，東京，冑森，札幌な

どボートピアネット各局で，〈かざぐるま>の電波がよ

く受信出来る局が直ちに応答出来る救助ネットワーク

が出来た。

0740〈かざぐるま〉からライフラフトが使いものに

ならないと言ってくる。

0810〈かざぐるま〉より救助を求めて来た。 へ

大儀兄さんサンフランシスコに電話，救助要請がゴ

ーストガードに受理された。

0820突然我々の交信の最中に強力な信号でサンフラ

ンシスコのコーストガードがアマチュア波で直接呼び

掛けてきた。救助の参考にする，船体特長，色，使用

出来る周波数など尋ねてきたので，清水さんが直ちに

応祥するも小電力の電波のせいか商利得のアンテナで

応棒しても空電，混信があって連絡がつかない。洋_|竜

で聴取中継していた松浦さんが14MHZに変波交信す

るようCGが指示。この頃から21MHZ帯の空中状態

は急激に変化始まる。ノールスが開局，今までの経過

を説明，また，ハワイのマスナリさんに電話し，開局を

依頼｡空中状態がよくなり札幌富士道さんがくかざぐる

ま〉と直接連絡出来るようになり，ロケータービーコン

をデッキ…tに置き，送信していることの確認をする。

1030ノールスからCGの救難機は,1時間30分後，

現場到肴と言ってくる。CGの要請に答え日本船くイ

ースタンハイウエー〉は,48｡28'N,138｡48'Wの位置

より速力17ktで現場到蒜1700頃と知らせが入電，ノーヘ

ルスの家からイ1.線電話でCGコントロール局に接統さー

れ，更に救難機へと直接接続出来るようになった。

1040マスナリさんが勤務先から急ぎ帰宅開局する。

彼もくかざぐるま〉と直接連絡が取れるようになった。

状況は，チャートテーブルまで浸水，予備バッテリー

をデッキの'二に置いて交信していると報告が入る。

1100この頃になるとアメリカ側はノールスとカリフ

ォルニア－帯のハム局，ハワイのマスナリさん，松浦．

中夷，藤永，佐藤中島さんの漁船ハムグループ，日

本各地のハム局，南太平洋トンガの大滝さんなど多く

の方々が協力，完全な汎太平洋ポートピアネットワー

クとなった。このため送信電力の弱くなったくかざぐ

るま〉の電波はどこかの局が必ず聴取出来るようにな

った。

120Oハワイ1700，サンフランシスコ2000になる，現

地はかなりlli¥<なっているはずだ。夜間荒天時には発
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見が難しいことをヨット乗りは聞かされているのでい

らだってくる。レース艇と定時交信が始まり，各艇に

情報を伝える。前IIの交信で最も近くにいるくシャル

レー〉やくたからぶれ〉からは入電がない。

始めの飛行機は燃料の関係で1時間しか捜索出来な

いので，二機目の飛行機が離陸したことをマスナリさ

んが連絡してきた。

1245CGの救難機現杵。

133Oトンガ大施さん中継で，救難機から落下さん投

下のライフラフトなどを収納中と人電する。

1408ライフラフト収納し，続いて無線機も収納と入

電。

1425投下した無線機の使用方法を質問，マスナリー

ノールス～CG～救難機と交信。再びハワイから指示

するが救難機と直接交信は出来ない。洋上の漁船グル

ープの佐藤，中夷さんからも呼びかけるが空中状態急

変する。陸上各局は聴取統けるのみ。イーースタンハイ

ウェーと漁船の佐藤さんが商用波で交信。ハワイから

くかざぐるま〉と救難機と交信出来たと入電。

完全に柾と空と陸がつながった.／

1535バッテリーの電力を節約させるため聴取させる。

1620漁船の佐藤さんからくイースタンハイウェー〉

はあと10マイルぐらいとくかざぐるま〉に知らせる。

1630佐藤さんからくかざぐるま>へくイースタンハイウ

ェー〉はレーダーで8．6マイルに視認したと伝えてい

る。投下された無線機で本船と交信せよ。交信出来な

い。ハワイ～漁船グループ～<かざぐるま>の間で次々

と指示が飛んでいる。陸上各局は状況を固唾をのんで

聴取を続ける。時折混信する局に松111の清水さんが協

力を要請している。

1711救助完了の知らせが入る。位置46｡31'N,141.

45'W力Ⅱ藤艇長は異術なし，ヨットおよびライフラフ

トは放棄とサンフランシスコCGに報告。

1815現場を離れ｢1本に向かう。
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へ

屯線の先端が海水に浸って0.5Aの‘迩流が流れている

う。また，レース艇についても，エンジンがダメにな

ると発電機は動かなくなり，バッテリーもダメになる

し，無線も使用出来なくなるという連鎖反応的にトラ

ブルが続く船が出てきた。

最後にこのレースに搭載を義務とした予備バッテリ

ーとラジオロケータービーコン(E.P.I.R.B)につい

て，大変有効であったので税明しよう。

◎40Ah以上の完全に充電し，常時使用する電気11'1路

から切り離されていることを安全検査時に要求した。

出来るだけ防水梱包とするようにアドバイスした。

まず写真を見て頂きたい。これは海水中で12Vでど

のくらい電流が流れるか実験して兇た。太さ2mm2(よ

く船内配線に使用される電線）の端末が1Gnm,海水に

浸ると約0.5A,6ワットの電流が流れている。

セルモーターのもっと太い電線やバッテリーの端子

などであれば，更に多くの電流が流れて短時間で放電

してしまう。また，バッテリーの硫酸と海水が混れば，

ガスが発生してくることも知って頂きたい。

〈かざぐるま〉では完全に防水棡包されていたので

放電することなく通信に使用することが出来た。ハー

バーで一週間たったらエンジンがかからないと言って

いる艇を兇かけるが，ビルジに浸った電線，潮気で汚

れた端子やスイッチ盤からのリーク放電が原因となる

ことが多い。

◎EmergencyPsitionlndicatingRadioBeacon

(E.P.I.R､B､),ロケータービーコンとも呼ばれている。

沿岸から20海里以上の沖を航行するヨットには,ゴー

ストガードの規則で搭載を要求されているもので，性

能や入手先などの問い合わせがあるが，先｢1の毎日新

聞で報道されたように，日本船籍の船に搭載装備する

ことも，電波を発射することも電波法に触れる点を十

分に認識して頂きたい。

へ

以_kがくかざく、るま〉救助の状況で，救助に向かっ

たくイースタンハイウェー〉肌I家船長はCGより要請

を受け現場に急行中も商用波でCGや漁船と連絡しな

がら，アマチュア波で我々が交信の様-｢･を聴取し救助

に向かって頂いた。その後レース艇は，〈南流斗>がエ

ンジントラブルでリタイヤ－した外は順調にレグを延

ばし神戸にフイニッシュした。最後にく春海〉が台風

を避航中、潮の岬沖で8月20H外国船と接触，マスト

が折れた時も札幌の富士道さんが受信，宮崎，神戸，

横須賀,lll崎，東京，室蘭なと欝各局の連絡によって短

時間で保安庁巡視船くふじ〉によって串本港に曳航さ

れた。

今luIのレースを振り返って兇て，いろいろなことを

学びました。私が仙当した通信に関連したことでも，

短波帯が運用出来なかったこと，これが運用出来れば，

周波数の選択だけで，もっと効率よく通信出来たと恩

(43）
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今年末に行なうシドニーホバートレースや，来年の

チャイナシーレースなどの必要備品であり，また，問

い合わせも多く頂いているので諸元表をもとに説明し
よう。

マリナデルレイ，ニューポー|､，サウサリート，ア

ラメダなどのマリンショップ店で各社の製削,が店頭に

置いてある。

FCC(連邦通信委員会)"!l183号

E・P.I.R.B・classB

送信周波数121.5および243MHZ2波同時送信

送信出力48時間連続使用後，両周波数とも最低

出力75ミリワット

使用時間-20℃で最低48時間

十25℃で90時間以上

電地マグネシウム電 池 6 V 6 年 間 有 効 ， 規

則で3年で入祥

電波形式A9電波

周波数安定度0.005%(水晶制御）

使用温度-20℃～＋55℃

寸法本体長さ40.7cm×直径8.9cmアンテナ

含む全長97.2cmオレンジ色

重量2.16k9水に浮く

使用方法手動テストーOFF-ON

説

(左)救難機より落下傘で投下したEPIRB兼トランシーバー周波数

243MHz

(右)レース艇に搭載したEPIRB

(44）

有効距離200～300海里，航空機高度による

価格$300ぐらい

同じようなものが航空機用救命無線機として日航，

全日空をはじめ,世界中の民間機にライフラフトと一緒

に搭載されている。使い方はアンテナを立てスイッチ

をONにするだけで,200～300海里範囲を飛んでいる，

軍用，氏間機が必ず聴取している121.5MHZ(主とし

て民間機),243MHZ(主として軍用機）の機長のヘッ

ドホンにアメリカ映画でよく耳にするパトカーの警報

音に似た電子音が聞こえる。機長は自動方探に切り替

えると，指針は，直ちに遭難船の方位を指示する。

今Inlも,<かざぐるま〉から発射されるビーコン電波

を「l動方探に同調させたCGの救難機は，サクラメン

トの基地を飛び立ってから，一直線に現場に飛来して

くれたことだろう。

電池の消耗を防ぐためには,30分置きぐらいにON

-OFFを繰り返せばよいし，聞いている航空機の方で

は，ビーコン電波が断続することによってまだ人間が

生きていることを知る手立ともなるだろう。

〈かざぐるま〉のことがあった二，三日後の夜遅く

海_上保安庁から，アメリカ通いの日航機やノースウエ

スト機の報告で，本州の東方1200kmぐらいのところで

ロケータービーコンを受信したが，レース艇ではない

かという問い合わせがあったが，レース艇とは大分離

れていたがI』I衛隊機や巡視船が出動して収容して調べ

てみると，外国貨物船から流出したものと判明したこ

とは新聞にも報道されたので，ご､記憶の方もいると思

う。10時間足らずで太平洋を次々と定期航空機が飛び，

ロケータービーコンの有効範囲が300海里にも及ぶこ

とは，船舶用2MHZ帯のSOS発信機より，より効果

があると思う。

関係当局のご理解で一｢lも早くヨットに搭載出来る

ようになれば喜ばしいことと思っている。

タバコ2個ぐらいのものは,CGが落下さんで投~ド

したロケータービーコン兼トランシーバーで，周波数

は243MHZ,送信電力約5ワット，型番AN/PRC63,

浮かないが完全防水の軍規格品である。

サンフランシスココーストガード本部に心からの

感謝の言葉とともに，サンフランシスコヨットクラブ

を通じてお返しに伺うことになっています。

今1回1のレース中に，ポートピアネットワークに参加

下さった皆さんから，レースが終わった後も，この海

と空と陸の絆を存続させたらというご意兇を頂きまし

た。補助通信にも活用出来ることもあるかと思います。

21.435MHZや21.365MHZ付近でポートピアネット

をコールして頂ければと思っています。別表の各局

力聴取しております。このネットワークに参加協力の

皆さん，また運用中常に待機聴取をして頂き，ご協力
を頂いた皆さんに厚くお礼申し上げます。

餌里

一

マ
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DRYLESOMS

VYTNXURLNGTERMQSOQSPESLSNFEROURRACE

U.S・CoastGuardS.F.JF1ESBYokoyama.Kawasakj
U.S.C.G･RescuePlanes JIIO1KYamada.Yokosuka

JJADM/VEasternHighwayJI1QZDM/M.Sato

AH6BZMaSunari・HawaiiJH3LVXNagata.Kobe

K6KEWKnowles.S.F.Y.C.JA4DYSM/M.Fujinaga

KD61HYamamoto･SanJoseJH5GNEShimizu.Matsuyama
N6DQNSutter.S.F.Y.C、JH5NUWHase.Yahatahama

W6QDFAbell.S.F.Y.C.JH5MUYOka.Matsuyama

W6RLSClum.S.F.Y.C.JE6AAQMotoo.Miyazaki
WB6QORBrun.Alameda JE6EXOM/M.Nakaebisu

WB6UJOLoudon.S.F.Y.C.(Silentkey)JR6CCHM/MNakajima
VK2DUQMargaret.NSW,Australia JA7BUPM/M.Matsura

A35AOOhtaki.TongalsJA8ARGItagaki.Sapporo
JAICZFMaeda.Tokyo JA8RUJChiba.Muroran

JA1BPQSuzuki.Yokosuka JH81LJFujimichi.Sapporo

JAlDBVHirabayashi.Tokyo

JAIKRMHiratsuka.Tokyo HPECUAGN88ES73

JAlHOUWatnabe.Yokohama DEJAlDWCShinOhax､a

JF1AOAShimizu.Tokvo

JFIERSHanamu,､a.Kawasaki

一

感謝状の受領
昭和56年3H2011より18011間に及ぶ9月15日まで

の間，神戸市かが15年の歳月をかけて成した海_|都市

ボー|､アイランドの完成を記念して「神戸ポートアイ

ランド博覧会PORTOPIA'81」が開催されましたが，

同協会の事業の一つとして「太平洋横断シングルハン

ドヨットレース」がj;l･側されました。

（社)日本外洋帆走協会では，従来よりの豊富なる実

績を踏まえてこの事業に全面的に協力することとなり

その運'鼠｡を扣当し，611711，サンフランシスコを川

発して，最終艇がフィニッシュした，8円22Ⅱまでの

75日14時間余りの間，この月的のため組織された実行

委員会が中心になり，準備，実行，結果集jil･と多くの

苦難を乗り越えた努力が実を糸,'iOs,博覧会は勿論，関

心を有する全国氏を大いに洞しましたが，この度，下

記のとおり財川法人神戸ポートアイラント博覧会協会

長'畠崎辰雄氏から，当協会長宛，感謝状とI可およびパ

ネルが照呈されました。
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太平洋シングルハン ドレース裏話

曳航艇となって<アルビレオーⅢ〉
▲

「とにかくくアルビレオ>であとの一週間をカバーし

てもらいたい」との緊急の要請が入ったのは，7月20

日頃であったと思う。

お盆のクルージングの計画すらまだたっていない状

態であったのに，と．うして1週間も皆の休暇を引き出

せるだろう？「多分，無理と思いますけれど｡…･･｡｣と，

2，3の抑問答の｜を，電話を切った。

日がない／約1週間後の26日夜にはサントピアに

回航し，誰かが既に入っていないといけない.／すな

わち，動いてもらえそうな人々に電話が始まった。月

末だからどうしても無理という，清水，貞松さん,1

日ぐらいだったらという岩元さん，言ってもらったら

その日を空けるようにするという林，山中さん，とい

う中で，岡本さんが「27,28,29日の3日間を持ちまし

ょう」という返事。岩元さんに今回のまとめ役を依頼

して，「どうにか明るい兇通し」との中間の返事を本部

に入れる。22日には船上，陸上の待機組を決め，31日

までの確実な担当者を報告するまでにこぎつけた。

当初予想されていた，27，28．29日に“リンダ艇”

は入らず，後半の私達の約束の切れる土唯日の8月1

日になるかもしれない･･…･’との最悪の予想も出てい

た。全くこちらがレースをしているような気持。その

うち予想が明るくなり，29日の水曜日中に入った方が

よい，との判|析が出，岩元，林，山中，佐藤さんと私

とがサントピアに揃う。多数の情報が飛びかい，宮崎

の鼻通過の報で22時頃大慌てでサントピアを飛び出す。

結局一昼夜く寅丸>と紀伊水道を徳島側と和歌l｣I側の2

手に分かれて“リンダ艇，，を探したが見つからず，本

部との連絡もとれなくなり，ひょっとすると“リンダ

艇”はもうフィニッシュしているかも知れない1と

の悪い予想を抱いて，白みかけた紀伊水道を引き返す。

逆潮と上りの風で荒れ狂った友ケ島水道をやっと越え，

サントピアに入港。しばらくすると，由良の裏側で悪

い波を避けて待機していたく寅丸〉から,‘‘リンダ艇”

とコンタクトしたのでエスコートに出るようとの連絡

が入り，また出かける。夕暮れの近づいた空に“リン

ダ艇”を見つけ，エスコートの態勢に入る。薄明かり

の残っている間にやっとフィニッンュ。

(46）

浮田尚子

従業員に給料を払わないと……という事業主の佐藤

山中さんを降ろし，吉本さん，〈イブ>の杣元さんを乗

せ,“リンダ艇”曳航の態勢に移った。翌日，31日昼頃

ポートアイランド着。

二昼夜中，2～3時間の睡眠しかとれなかったが，‘へ
ポートアイランド上陸直後の花束贈呈のセレモニーが

済むと，あれ程多難と思われたくアルビレオ〉の出勤

が，どうにか都合をつけて来た人達の，温かい友情の

輪で，無事果たし終えたという気持から，全身の力が

抜けていくようであった。

ふと気がつくと，ポートアイランドに着くや否や，

“リンダ艇”の床をはがし，機走の出来なかった原因

の電気の配線を直し，自力で須磨まで回航出来るよう

に，〈アルビレオーⅡ〉のメンバーの手で修理が出来上

がっていた。

リング嬢からは，帰国したその日付けで，

Iwillalwa,･srememberyourkindinvitationto

joinyourgroupatSantopia……．

……Ha,･enicdsailingonAlbireo-Iitwasaplea.

suretobetowedtotheCustomdock.

という手紙が舞い込んだ。

すべて我々の夏の予定は皆の休暇の関係でつぶれた

けれども,果たして，これがもし,Mr・LindaWeber氏へ
であれば，これだけ我々のグループの者が動いたか？

との疑問は多少残るものの，今回協力出来なかった人

達の「よくやれたなあ－。駄目かと思った」という声，

我々のタイムリミットギリギリで，どうにかコミッテ

ィーのお役に立てたという幸運な思い，それに，自分

達でもよく皆都合がつけられたなあというひと吹きの

さわやかな風だけが，今夏のアルビレオグループの上

に残った。

役員，コミッティーの皆様方はもとより，私達の何

倍か頑張り，貴重な夏休みの大半が吹っ飛んでしまっ

たくくまの〉の大石哲也君，それにく寅丸〉の寅彦君，

本当にご苦労さまでした。
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M r.讓能留守一家日本での夏休み
JoeKnowles

清水栄太郎

露

夢

鍵 溌

癖‘

鱗

シスコの思い出話？

S.FY.C.(サンフランシスコ・ヨットクラブ)のジ

ョー・ノールスさんと聞けば，日本の多くのヨットマ

ンにはおなじみの名前となってしまった。今夏はP.I

博レース表彰式に一家で参加する計画をたて，日本へ

やってきた。それぞれ滞在期間は異なったが，彼等，

一家には有意義な夏休みになったことであろう。我々

がサンフランシスコを訪れる時，何かにつけて彼等一

家の御世話になることが多い。この際，今まで積り積

ったその借りを返済しようと，マンンョンー戸を提供

し，我が一家も総出し，やはり借りの多い人達の応援

も受けて，御世話致しました。

S.F.スタート以来，来日前日までRollCallにC'

Kinしていたので，彼等の旅程は事前に知ることが出

来てた。妬→％まで約2カ月になるとは思いもよらぬ

ことであったが，彼等の足跡を振りかえってみるとし

よう。

7月19R朝，羽田着。大きな荷物を持って，少々疲

れ気味の様子のジョー夫妻は，出迎えの武市さん夫妻

くティダ>,<RAY>の面々 を兇つけるや,オハヨウゴザイ

マス,ケンキデスカ？と机変わらずで,飛行機の疲れも

吹き飛んだようだ。早速3DKに御案内。ジョー家に

比べたらすべてが狭く，小さく，体の大きい彼等には

窮屈であろうと思っていたが，無駄がなくて便利に出

来ている，アメリカはなんでも大きくて無駄が多い，

こんな部屋に自分も改造したいと気に入ってくれた。

しかし，しばらくは頭をぶつつけてしまうので，目印

に紙をたらし，’慣れるまでつけておいたようだ。

7月20日P.I博有志で，ジョー夫妻歓迎会を開催。

海洋博以来，彼の、讓能留守〃の名付主である多田

雄幸さんはじめ，アマ無線仲間で，今lplは畠中艇の支
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夫妻を囲んで

援をした，世田谷グループも大勢参加された。なかで

も今日の日を待ちに待った，アポリマの原子さんが，

青森より駆けつけ，二年振りの再会を喜んでいたのが

目立った。

多田さんは，お二人を三崎のお祭りにお招きした。

彼等は，建造中の世界一周レース用の艇見学，ローカ

ル色豊かな祭りを地元の人達と一緒になり，祭仕度，

神興かつぎ，御神酒もたんまりいただくというように，
二日間を満喫したようだ。

ジョーさん達の部屋は私の事務所（シヤック)で囲む

ように建てられているので，朝，昼のRollCallには

ジョーさんにも手伝ってもらう。おかげでリングさん

のPositionをもらうのにリンダさん(cEJVK2("

w("E囚のルートを,リンダさん→VK2→四
→Wとショートカットしたルートにすることが出来た。

一週間もあつと過ぎ，学校の都合で，一週間遅れに

なった娘のジェニー，次男のジョンを羽田まで迎えに

出かけた。ちようと．この頃，八丈島を通過した畠中君

から，再三にわたり，今日の同じ便で,彼の船名を変え

るまでの主役,HalfMoonbayのMr.RAYFARNOW

夫妻も一緒であると聞かされていたので，空港には，

S.F.まで応援に出かけた平林さんをリーダーとする，

世田谷グループの人達も待ちうけていた。ジェニー，

ジョン,RAY夫妻も元気に姿を見せ，かねてから計

画中であった，当日開く畠中ボートでのRAY夫妻歓

迎会に，我々も参力llすることを約束して，ひとまず落

ちつくことにした。Bigジョンの異名の通り，彼は大

男で，さぞ飛行機は大変だったろうと察したが，案の

定，シートの前後，幅ともきつくて，とても寝られる

ものではなかったと，ひと眠りした後，川崎にある畠
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ernPacificの時間表を交換したり，職業柄，鉄道には

非常に興味を持っている。

表彰式の前夜，秋[Ⅱ実行委典長主催のホームパーテ

ィーが開かれ，ジョーさん一家，すでにフィニッンュ

した，岡本，小田，リンダさんも参じ，約束通り神戸

での再会を，皆さん果たすことが出来た。このn．秋

田実行委員長が中心になり，ジョーさん一家に，せめ

てもの御礼にと，出場者スポンサーの御協力を得て，

金一封を贈り，感謝しました。

P.1.博会場も一通り見学をと思ったが,大勢の人で

目指すパビリオンにも入場出来ず，あまりの人気の高

さに，驚いていた様子だった。夕方からの表彰式晴

れの舞台が待ち受けているので，兇学も早々に切り上

げてしまった。

いよいよ表彰式である。受付で大きな花をつけても

らったジョーさんは，髪にI1頃塗ったことのないポマ

マードを，それも多過ぎではないかと思われるくらい

塗り，見違える程。マーリンさんは，今||のために持

参した紫色のドレスに身を包み，ジョーさんよりMｳiら

れたばかりの真珠の首飾りをつけ，いささか上気して

いた。神戸市助役をはじめとする皆さんのご挨拶の中

にも,S.F.Y.C.ジョーさん一家の言葉が話される毎

に身を引きしめ，直立不動の姿勢で聞き入っていた。

レース表彰に引き統き，協会，並びにNORCよりの感

謝状，実行委員会からはジョーさん一家の端を入れた

大漁旗を送り，皆さんの盛大な拍手を受け，壇|竜のジ

ョーさん一家は喜色満面でマスコミのフラッシュを浴

びていた。彼等一家には，忘れることの出来ないI1で

あったと思う。

この後は関西方而を旅行，大阪湾クルージング，サ

ントピア，徳島フリート結成記念レース，そして，一

家の誰しもが，強裂な印象を受けた阿波踊りレース，

もし彼の気持に一部の変化もなければ，彼は必ずや来

年の阿波踊りレースに再び参加するであろう。

米

なお，ジョー・ノールス氏夫妻を囲むパーティーが

7月20日（日),東京・霞ケ関会館で行われた。会場に

は，サンフランシスコで氏に世話になったことのある

日本のヨットマンが多数集まり，なごやかに旧交を温

めあった。

会話は全部英語で行なわれた

中ボートに向かった。途中ジョーさんは，地図を広げ

ながら，現在地，交通機関と私が今迄にやった同じこ

とをジェニー，ジョンに繰り返していた。

パーティーは，〈おけら>の艇に|刑まれた造船所へ急

造されたものであったか,HalfMoonbayでのll'!来事

の，もう一人の当事者で，一足先に日本へ帰国した，

マリさんも力llX,託しは終りがないようだった。当の

1評|'君は，照潮と微風に‘脳まされながら，一路フィニ

ッンュヘと頑推っていたのだった。

ンエニー，ジョンには．彼笄の大きなF1的があった

のだった。それぞれとりあえずはラブコールはしたも

のの，東京に落ち杵<問もなく,ji'･々に関西に行って

しまった。ジョーさん夫妻には,NORCで，加藤君の

救助活動をより正確にまとめようと，ミーティングが

残っていたため，表彰式会場で落ち会うことにした。

ミーティングは，力Ⅱ藤承を中,じ､に，ジョーさんが，

S.F.のTVで英雄扱いされたVIDEOTAPE,アマ無

線を通しての録音テープ｡を参考に．記憶が新たなうち

に．再確認された。また，今IIII大きな話題になった加

藤科のEPIRBをテーブルに綴き，電監の事情聴取や

今後のこの極のⅢ迦‘『､!､iを取り上げて行かねばならない

し，今やIM界!|!のレースで装備を義務付けられると，

その都度法違反になるし，また改正された電波法では

これを持っているだけで，罰金の対象になってしまう

など，今後の問題点について日米の意見が交されたこ

とは有意義であったと思う。

表彰式も数l1に迫ってきたが，この間を利用して，

丹羽さんのirll厚愈で,'|1氷ﾉﾉIjiの旅行にIII1{かけること

になった。ジョーさんもこの頃にはだいぶ束ji<の勝手

が分かり,I'l分で新幹線の切符も手配し，いつの間に

か時刻表を持っていた。持ち前の良い感で時間は理解

するが，残念にも時刻表にはローマ字はなく，別の英

文地図と，おおよその時間表に綴り込まれた路線図を

合わせ，駅名の漢字の形で即解していたようだ。もち

ろん最終的には我が家族の誰かが，チェックしていた

が，間違いはなく立派なものであった。

じっとしていないジョーさんは，新幹線に乗れば，

運転席まで行って記念写真を撮り,F1分の会社South.

＝‐
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